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佐渡島を舞台に仲間と共に 

『はんが甲子園』
３月18日㈯～21日㈫までの４日間、 

相川体育館を会場に、第17回全国高等学校版画 
選手権大会本戦大会（はんが甲子園）が開催されました。

全国各地から選抜された14校（１チーム３人）が、 
「佐渡で感じた大切なもの」をテーマに

共同制作に力を注ぎました。
　取材を通して、佐渡の雄大な自然や 

文化・歴史を感じとり、真剣なまなざしで木版に 
思いを込め、佐渡の魅力が伝わる 

作品を作り上げました。
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三
浦
市
長
が
市
議
会
３
月
定
例
会
で
施

政
方
針
演
説
を
行
い
、
平
成
29
年
度
の
主

要
施
策
を
発
表
し
ま
し
た
の
で
、
そ
の
概

要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

は
じ
め
に

　

平
成
29
年
度
は
佐
渡
再
生
へ
の
「
チ
ャ

レ
ン
ジ
元
年
」
と
し
て
位
置
付
け
て
い
ま

す
。
産
業
の
振
興
や
雇
用
の
確
保
、
子
育

て
支
援
の
充
実
を
中
心
と
し
、「
佐
渡
市

将
来
ビ
ジ
ョ
ン
」
の
「
持
続
可
能
な
循
環

型
社
会
の
実
現
に
向
け
た
経
済
活
性
化
戦

略
」
に
沿
っ
て
、「
農
業
の
再
生
に
向
け

た
ビ
ジ
ョ
ン
の
策
定
」、「
観
光
地
域
づ
く

り
の
促
進
」、「
資
金
の
島
内
循
環
の
促
進

と
雇
用
環
境
の
改
善
」、「
子
育
て
支
援
体

制
の
強
化
と
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の

構
築
」、「
特
定
有
人
国
境
離
島
特
別
措
置

法
等
に
基
づ
く
国
の
制
度
の
有
効
活
用
に

よ
る
島
の
活
性
化
」
に
取
り
組
む
と
と
も

に
、
佐
渡
の
宝
で
あ
る
伝
統
文
化
等
の
継

承
や
活
用
に
向
け
て
「
文
化
振
興
財
団
の

設
立
の
準
備
」
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

ま
た
、
佐
渡
金
銀
山
世
界
遺
産
登
録
の

国
内
推
薦
は
是
が
非
で
も
獲
得
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
多
様
な
連
携
の
中
で
機

運
を
高
め
な
が
ら
関
係
者
と
足
並
み
を
そ

ろ
え
、
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
み
ま
す
。

　

組
織
改
革
の
一
環
と
し
て
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
技

術
を
活
用
し
た
窓
口
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
や
、

各
支
所
・
行
政
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
の
地

域
活
性
化
へ
の
拠
点
化
に
よ
り
、
市
民
の

利
便
性
の
向
上
と
個
性
豊
か
で
活
力
あ
る

地
域
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
重
点
施
策
の
実
行
に
あ
た
っ

て
、
従
来
の
組
織
体
制
を
５
つ
の
グ
ル
ー

プ
に
ま
と
め
る
組
織
改
編
を
行
う
と
と
も

に
、
一
貫
し
た
子
育
て
支
援
を
行
う
課
や

地
場
産
業
の
再
生
を
目
指
す
課
な
ど
の
新

設
に
よ
り
、
重
要
テ
ー
マ
や
懸
案
事
項
に

ス
ピ
ー
ド
感
を
持
ち
な
が
ら
柔
軟
に
対
応

で
き
る
組
織
体
制
を
作
り
ま
す
。

　

一
昨
年
来
、
職
員
の
不
祥
事
が
立
て
続

け
に
発
覚
し
て
お
り
、
市
民
の
皆
さ
ま
か

ら
の
信
頼
が
失
墜
し
て
い
る
こ
と
に
対
し

て
、
あ
ら
た
め
て
職
員
に
対
し
て
コ
ン
プ

ラ
イ
ア
ン
ス
の
意
識
を
徹
底
さ
せ
、
信
頼

さ
れ
る
行
政
運
営
に
努
め
ま
す
。

産
業
の
振
興
に
よ
る
所
得
・
雇
用
の
確
保

　

離
島
で
あ
る
本
市
は
、
人
口
減
少
等
に

よ
り
、
市
内
総
生
産
額
の
減
少
な
ど
経
済

活
動
の
縮
小
や
、
生
産
労
働
力
の
低
下
が

見
込
ま
れ
、
地
域
社
会
の
さ
ま
ざ
ま
な
基

盤
の
維
持
が
困
難
と
な
り
、
地
域
の
活
力

の
減
退
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
中
長
期
的
な
農
業
ビ
ジ
ョ

ン
の
策
定
、
起
業
、
６
次
産
業
化
等
の
促

進
に
よ
り
、
産
業
の
振
興
と
雇
用
環
境
の

改
善
を
図
り
ま
す
。

⑴
農
林
水
産
業
の
振
興

　

農
林
水
産
業
の
再
生
に
向
け
た
具
体
策

を
明
確
に
す
る
ビ
ジ
ョ
ン
の
策
定
が
必
要

で
す
。
農
業
に
つ
い
て
は
、
経
営
体
の
育

成
と
販
売
戦
略
を
一
体
と
し
た
中
長
期
的

な
ビ
ジ
ョ
ン
を
平
成
29
年
度
中
に
策
定
し
、

佐
渡
の
農
業
再
生
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

あ
わ
せ
て
、
米
の
品
質
を
高
め
、
一
層

の
ブ
ラ
ン
ド
化
を
図
り
な
が
ら
、
大
規
模

経
営
化
や
果
樹
、
園
芸
野
菜
の
効
率
的
な

増
産
の
た
め
の
複
合
経
営
化
計
画
を
進
め
、

雇
用
の
受
け
皿
と
な
る
自
立
可
能
な
農
業

経
営
体
の
育
成
を
目
指
し
ま
す
。

　

ま
た
、
農
林
水
産
業
を
体
験
型
観
光
の

資
源
と
し
て
活
用
す
る
こ
と
で
、
佐
渡
の

魅
力
向
上
と
、
産
業
間
連
携
に
よ
る
経
済

全
体
へ
の
波
及
効
果
を
高
め
ま
す
。

　

水
産
業
や
林
業
に
つ
い
て
も
、
長
期
的

な
再
生
プ
ラ
ン
を
策
定
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
水
産
業
は
、
漁
場
造
成
や
栽
培
漁

業
の
推
進
を
検
討
す
る
と
と
も
に
、
鮮
度

管
理
を
重
視
し
た
佐
渡
産
水
産
物
の
ブ
ラ

ン
ド
力
を
強
化

し
ま
す
。
林
業

は
、
森
林
再
生

に
も
つ
な
が
る

バ
イ
オ
マ
ス
な

ど
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
普

及
促
進
へ
の
具

体
的
な
検
討
を

行
い
ま
す
。
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⑵�
雇
用
の
確
保
に
つ
な
が
る�

起
業
・
第
二
創
業
等
の
推
進

　

労
働
条
件
の
改
善
や
所
得
の
増
加
を
図

る
た
め
、
企
業
が
雇
用
し
て
い
る
非
正
規

雇
用
者
を
正
規
雇
用
者
に
転
換
す
る
支
援

制
度
を
新
設
し
ま
す
。

　

若
者
や
Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン
者
の
雇
用
の
確

保
を
図
る
た
め
、
産
学
官
金
に
よ
る
創
業

支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
や
島
内
企
業
と
連
携

し
な
が
ら
、
国
の
地
域
社
会
維
持
推
進
交

付
金
等
を
活
用
し
、
地
域
経
済
を
担
う
島

内
企
業
の
事
業
拡
大
へ
の
支
援
を
強
化
し

ま
す
。
島
内
の
製
造
業
者
と
農
業
者
が
連

携
し
た
加
工
品
の
開
発
や
、
第
二
創
業
化
、

農
商
工
連
携
、
６
次
産
業
化
へ
向
け
て
の

事
業
支
援
を
行
い
、
地
場
産
業
の
振
興
と

雇
用
の
創
出
に
つ
な
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
佐
渡
を
担
う
人
材
が
佐
渡
へ

帰
っ
て
来
る
契
機
と
な
る
よ
う
、
現
行
の

奨
学
金
制
度
を
見
直
し
、
大
学
な
ど
を
卒

業
後
に
一
定
期
間
を
佐
渡
で
就
労
す
る
こ

と
を
要
件
と
し
た
奨
学
金
の
返
済
を
全
額

免
除
す
る
制
度
を
新
設
し
ま
す
。

⑶�

島
外
へ
の
販
売
戦
略
と�

島
内
循
環
の
仕
組
み
づ
く
り

　

地
域
経
済
の
活
性
化
に
は
資
金
の
島
内

循
環
の
促
進
が
必
要
で
す
。
本
市
発
注
の

物
品
調
達
な
ど
、
可
能
な
限
り
島
内
事
業

者
へ
の
優
先
発
注
の
取
り
組
み
を
進
め
ま

す
。

　

さ
ら
に
、
ホ
テ
ル
等
と
の
連
携
に
よ
り

佐
渡
産
食
材
の
提
供
な
ど
、
観
光
と
他
の

産
業
が
循
環
す
る
仕
組
み
づ
く
り
も
推
進

し
ま
す
。

　

ま
た
、「
外
貨
」
獲
得
へ
向
け
て
、
世

界
農
業
遺
産
認
定
の
国
際
的
な
価
値
を
活

用
し
た
佐
渡
産
品
の
統
一
ラ
ベ
ル
を
作
成

し
、
佐
渡
で
製
造
さ
れ
た
土
産
品
や
加
工

品
の
高
付
加
価
値
販
売
を
図
り
ま
す
。

　

あ
わ
せ
て
、
メ
イ
ド
・
イ
ン
・
サ
ド
ブ

ラ
ン
ド
創
出
事
業
や
米
の
販
売
網
構
築
事

業
を
進
め
る
中
で
、
佐
渡
産
品
の
生
産
・

加
工
か
ら
販
売
ま
で
を
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
す

る
組
織
体
制
の
構
築
に
向
け
た
具
体
的
な

検
討
を
は
じ
め
ま
す
。

観
光
地
域
づ
く
り
の
推
進
に
よ
る
交
流
人
口
の
拡
大

　

佐
渡
金
銀
山
の
世
界
遺
産
登
録
に
つ
い

て
は
、
観
光
の
振
興
の
大
き
な
起
爆
剤
と

し
て
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

本
年
は
、
大
規
模
な
講
演
会
な
ど
を
東

京
で
開
催
す
る
ほ
か
、
市
民
の
機
運
を
醸

成
す
る
Ｐ
Ｒ
活
動
を
展
開
し
、
佐
渡
金
銀

山
の
世
界
遺
産
登
録
に
向
け
た
一
体
感
を

国
内
外
に
ア
ピ
ー
ル
し
ま
す
。

　

本
年
こ
そ
、
国
内
推
薦
の
決
定
に
向
け

て
、
市
民
の
皆
さ
ま
や
県
内
外
の
多
く
の

方
々
か
ら
応
援

を
い
た
だ
き
な

が
ら
全
力
で
取

り
組
み
ま
す
。

　

あ
わ
せ
て
、

世
界
遺
産
登
録

後
を
見
据
え
た

受
入
環
境
の
整

備
や
、
佐
渡
版

Ｄ
Ｍ
Ｏ
の
平
成

30
年
度
の
設
立
に
向
け
た
準
備
を
進
め
、

観
光
地
域
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

⑴�

佐
渡
版
Ｄ
Ｍ
Ｏ
を
中
心
と
し

た
滞
在
交
流
型
観
光
の
推
進

　

佐
渡
版
Ｄ
Ｍ
Ｏ
の
構
築
に
向
け
て
、
組

織
の
あ
り
方
や
魅
力
あ
る
着
地
型
旅
行
商

品
の
開
発
な
ど
に
つ
い
て
議
論
し
て
お
り
、

平
成
30
年
度
の
設
立
に
向
け
て
関
係
者
の

合
意
形
成
を
図
り
ま
す
。

　

旅
行
市
場
の
ト
レ
ン
ド
は
団
体
旅
行
か

ら
個
人
旅
行
へ
の
シ
フ
ト
や
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
の
増
加
で
あ
り
、
個
人
旅
行
者
等
を

タ
ー
ゲ
ッ
ト
の
中
心
と
し
、
佐
渡
の
魅
力

を
伝
え
ら
れ
る
体
験
型
観
光
を
推
進
し
、

他
の
産
業
や
地
域
に
経
済
波
及
効
果
が
あ

る
仕
組
み
づ
く
り
か
ら
、
さ
ま
ざ
ま
な
関

係
者
が
稼
ぐ
こ
と
が
で
き
る
佐
渡
版
Ｄ
Ｍ

Ｏ
の
構
築
を
目
指
し
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
佐
渡
の
食
に
対
す
る
観
光
客

の
期
待
は
大
き
い
こ
と
か
ら
、
佐
渡
産
食

材
を
活
用
し
た
メ
ニ
ュ
ー
を
観
光
客
に
提

供
し
、
宿
泊
満
足
度
や
リ
ピ
ー
ト
率
、
他

の
産
業
の
所
得
向
上
を
図
り
ま
す
。

　

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
対
策
で
は
、
外
国
人
旅

行
者
向
け
観
光
案
内
サ
イ
ト
の
構
築
や
Ｓ

Ｎ
Ｓ
で
の
発
信
な
ど
効
果
的
な
情
報
発
信

を
行
い
、
欧
米
豪
の
外
国
人
個
人
客
の
誘

客
を
図
り
ま
す
。

　

ま
た
、
観
光
タ
ク
シ
ー
の
ク
レ
ジ
ッ
ト

カ
ー
ド
決
済
化
を
支
援
し
、
外
国
人
旅
行

客
の
利
便
性
や
満
足
度
の
向
上
を
図
り
ま

す
。

⑵
受
入
態
勢
の
整
備

　

世
界
遺
産
登
録
に
向
け
て
佐
渡
金
銀
山

ガ
イ
ド
の
登
録
制
度
を
構
築
し
、
観
光
客

の
満
足
度
向
上
を
図
り
、
リ
ピ
ー
タ
ー
の

確
保
に
つ
な
げ
ま
す
。

　

各
ガ
イ
ド
が
共
通
し
て
身
に
つ
け
る
マ

ナ
ー
、
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
等
の
研
修

や
ガ
イ
ド
団
体
の
相
互
の
研
修
を
実
施
し
、

地
域
限
定
通
訳
案
内
士
と
と
も
に
ス
キ
ル

ア
ッ
プ
を
図
り
、
ガ
イ
ド
の
一
元
化
に
よ

る
観
光
客
の
利
便
性
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

　

ハ
ー
ド
面
の
整
備
で
は
、
主
要
な
観
光

地
や
道
路
沿
い
の
公
衆
ト
イ
レ
の
洋
式
化

を
進
め
ま
す
。

　

ま
た
、
主
要
観
光
拠
点
で
Ｗ
ｉ
︲
Ｆ
ｉ

環
境
を
整
備
し
、
観
光
客
の
利
便
性
の
向

上
を
図
り
ま
す
。

　

近
年
、
文
化
財
や
歴
史
的
建
造
物
を
活

用
し
た
観
光
メ
ニ
ュ
ー
へ
の
期
待
が
拡
大

し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
有
形
・
無
形
の
文

化
財
を
観
光
商
品
に
取
り
込
み
、
観
光
客

市報さど　平成29年4月号3
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の
満
足
度
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

　

観
光
客
を
受
け
入
れ
る
た
め
に
は
幹
線

道
路
等
の
環
境
美
化
を
行
う
必
要
が
あ
り

ま
す
。
行
政
や
関
係
者
等
、
島
民
一
体
と

な
っ
て
環
境
美
化
に
取
り
組
み
、
佐
渡
の

イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
を
図
り
ま
す
。

交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
充
実

　

本
年
４
月
よ
り
、「
特
定
有
人
国
境
離

島
特
別
措
置
法
」
が
施
行
さ
れ
ま
す
。
こ

の
法
律
に
基
づ
く
地
域
社
会
維
持
推
進
交

付
金
を
活
用
し
、
島
民
の
航
路
運
賃
の
低

廉
化
や
農
水
産
品
等
の
海
上
輸
送
費
の
コ

ス
ト
削
減
を
実
現
す
る
こ
と
で
、
島
の
活

性
化
に
結
び
付
け
て
い
き
ま
す
。

　

佐
渡
空
路
に
つ
い
て
は
、
長
年
の
さ
ま

ざ
ま
な
課
題
に
つ
い
て
、
県
と
の
定
期
的

な
協
議
の
場
を
設
け
、
具
体
的
な
折
衝
を

は
じ
め
る
予
定
で
す
。

⑴
航
路
運
賃
の
低
廉
化

　

本
年
４
月
よ
り
創
設
さ
れ
る
国
の
地
域

社
会
維
持
推
進
交
付
金
を
活
用
し
て
、
佐

渡
に
住
所
を
有
す
る
す
べ
て
の
島
民
を
対

象
と
し
、
佐
渡
と
本
土
を
結
ぶ
ジ
ェ
ッ
ト

フ
ォ
イ
ル
を
は
じ
め
と
し
た
す
べ
て
の
運

賃
が
Ｊ
Ｒ
並
み
に
低
廉
化
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
交
付
金
を
財
源
と
す
る
運
賃
低
廉

化
は
佐
渡
経
済
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
も

の
で
あ
り
、
一
層
の
活
性
化
の
た
め
、
島

外
客
の
運
賃
割
引
や
、
貨
物
運
賃
の
低
廉

化
を
図
る
な
ど
、
航
路
事
業
者
に
対
し
て

一
層
の
経
営
努
力
を
促
し
ま
す
。

　

ま
た
、
農
林
水
産
品
を
は
じ
め
と
し
た

産
業
分
野
の
物
資
の
輸
送
に
つ
い
て
も
、

国
の
地
域
社
会
維
持
推
進
交
付
金
や
離
島

活
性
化
交
付
金
を
活
用
し
て
海
上
輸
送
に

係
る
コ
ス
ト
の
低
廉
化
を
図
り
ま
す
。

⑵
交
通
空
白
地
の
解
消

　

市
民
の
島
内
移
動
の
利
便
性
の
向
上
や

観
光
二
次
交
通
の
充
実
を
目
指
し
ま
す
。

過
疎
化
、
高
齢
化
に
対
応
し
た
効
率
的
な

バ
ス
路
線
網
へ
の
見
直
し
を
行
う
と
と
も

に
、
港
湾
、
観
光
施
設
、
学
校
、
病
院
等

を
中
心
と
し
た
利
便
性
の
高
い
公
共
交
通

網
を
整
備
し
て
、
学
生
や
高
齢
者
等
の
交

通
弱
者
に
と
っ
て
使
い
や
す
い
生
活
交
通

の
改
善
に
努
め
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
交
通
空
白
地
域
に
住
む
市
民

の
不
便
性
の
解
消
に
向
け
た
新
た
な
公
共

交
通
網
の
具
体
的
な
検
討
を
進
め
ま
す
。

佐
渡
活
性
化
に
向
け
た
地
域
づ
く
り

　

安
心
し
て
子
育
て
が
で
き
る
体
制
づ
く

り
や
医
療
・
介
護
・
福
祉
の
連
携
な
ど
か

ら
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
が
住
み
や
す
い
環

境
づ
く
り
に
加
え
、
移
住
・
定
住
の
促
進

や
人
材
育
成
、
キ
ャ
リ
ア
教
育
等
か
ら
若

者
が
佐
渡
で
活
躍
で
き
る
環
境
の
整
備
が

重
要
で
す
。

　

子
育
て
支
援
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で

の
県
内
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
取
り
組
み
に
加

え
、
子
育
て
支
援
体
制
の
一
元
化
を
進
め

ま
す
。

　

ま
た
、
高
齢
者
対
策
と
し
て
、
佐
渡
版

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
に
向
け

て
、
医
療
・
介
護
・
福
祉
そ
れ
ぞ
れ
の
組

織
が
連
携
し
て
取
り
組
み
ま
す
。

　

地
域
の
文
化
的
拠
点
で
あ
る
図
書
館
等

に
つ
い
て
は
、
利
便
性
の
向
上
を
図
る
た

め
、
す
べ
て
の
図
書
館
等
の
土
曜
日
・
日

曜
日
の
開
館
を
実
施
し
ま
す
。
あ
わ
せ
て
、

学
校
教
育
環
境
の
充
実
の
一
環
と
し
て
、

司
書
の
増
員
に
よ
り
児
童
・
生
徒
が
利
用

し
や
す
い
学
校

図
書
館
の
環
境

を
整
備
し
ま
す
。

　

地
域
の
伝
統

的
な
民
謡
や
芸

能
、
貴
重
な
文

化
財
が
衰
退
の

危
機
を
迎
え
て

い
る
た
め
、
継

承
や
活
用
を
推

進
す
る
団
体
の
平
成
30
年
度
設
立
を
目
指

し
て
準
備
を
進
め
ま
す
。

⑴
子
育
て
支
援
体
制
の
一
元
化

　

本
市
が
取
り
組
ん
で
い
る
土
曜
日
午
後

保
育
事
業
、
保
育
料
・
幼
稚
園
授
業
料
の

２
人
目
無
料
化
事
業
、
放
課
後
児
童
ク
ラ

ブ
の
拡
充
等
の
子
育
て
支
援
策
に
つ
い
て
、

市
民
の
皆
さ
ま
か
ら
高
い
評
価
を
い
た
だ

い
て
い
ま
す
が
、
よ
り
細
や
か
な
支
援
に

向
け
て
体
制
の
一
元
化
を
図
り
な
が
ら
子

育
て
支
援
を
進
め
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
、
子
ど
も
若
者
課
を
新
設

し
、
乳
幼
児
期
か
ら
青
年
期
ま
で
の
切
れ

目
の
な
い
支
援
体
制
を
構
築
し
ま
す
。

　

ま
た
、
児
童
の
発
達
支
援
や
子
ど
も
家

庭
相
談
、
若
者
相
談
業
務
の
拠
点
と
な
る

子
ど
も
若
者
相
談
セ
ン
タ
ー
を
整
備
し
、

相
談
支
援
窓
口
の
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
化
を
目

指
し
ま
す
。

⑵�

佐
渡
版
地
域
包
括
ケ
ア�

　
　
　

シ
ス
テ
ム
の
構
築

　

佐
渡
版
の
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
を

構
築
し
て
い
く
た
め
に
、
地
域
包
括
ケ
ア

推
進
室
を
設
け
る
こ
と
と
あ
わ
せ
て
、
各

地
域
に
生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を

配
置
し
、
サ
ー
ビ
ス
の
創
出
や
、
関
係
者

が
情
報
共
有
し
な
が
ら
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
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Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
民
間
企
業
等
の
多
様
な
主
体
が

生
活
支
援
や
予
防
サ
ー
ビ
ス
を
創
出
で
き

る
よ
う
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
各
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

の
機
能
を
強
化
す
る
た
め
、
市
の
専
門
職

と
社
会
福
祉
協
議
会
等
と
の
人
事
交
流
を

行
い
、
各
日
常
生
活
圏
域
に
お
け
る
子
ど

も
か
ら
高
齢
者
ま
で
の
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
相

談
窓
口
の
構
築
を
進
め
ま
す
。

　

ま
た
、
医
療
・
介
護
・
福
祉
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
す
る
人
材
の
育
成
と
確
保
に
つ
い

て
は
、
こ
れ
ま
で
各
課
で
個
別
に
資
格
取

得
の
支
援
等
を
実
施
し
て
い
ま
し
た
が
、

今
後
は
連
携
を
図
り
な
が
ら
一
体
的
に
取

り
組
む
こ
と
で
利
用
し
や
す
い
制
度
と
し

ま
す
。

⑶�

元
気
で
魅
力
的
な�

　
　
　
　

地
域
づ
く
り

　

過
疎
化
や
少
子
高
齢
化
に
よ
り
、
伝
統

芸
能
の
継
承
や
集
落
運
営
が
困
難
に
な
る

な
ど
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
弱
体
化
が

進
ん
で
い
る
中
、
本
市
へ
の
移
住
者
は

年
々
増
加
傾
向
に
あ
り
、
そ
の
半
数
が
若

年
層
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

若
年
層
に
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
絞
っ
て
移
住

者
を
確
保
す
る
た
め
、「
移
住
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
」
を
設
置
し
、
住
居
・
仕
事
・

暮
ら
し
の
総
合
的
な
相
談
窓
口
を
開
設
し
、

情
報
発
信
か
ら
移
住
、
定
住
ま
で
の
一
体

的
な
支
援
体
制
を
構
築
し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
伝
統
文
化
等
の
継
承
や
活
用
を

図
る
文
化
振
興
財
団
に
つ
い
て
は
、
平
成

29
年
度
内
に
詳
細
ス
キ
ー
ム
を
策
定
し
、

平
成
30
年
度
の
設
立
を
目
指
し
ま
す
。

⑷�
未
来
に
つ
な
が
る�

　
　

人
材
の
育
成
と
確
保

　

高
度
な
知
識
と
地
域
産
業
に
精
通
し
た

人
材
の
育
成
や
確
保
は
、
企
業
の
競
争

力
や
体
質
強
化
を
図
る
う
え
で
重
要
で

す
。
企
業
が
実
施
し
て
い
る
資
格
取
得
や

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
に
繋
が
る
研
修
会
参
加
へ

の
支
援
な
ど
に
加
え
、
離
島
の
ハ
ン
デ
ィ

キ
ャ
ッ
プ
で
あ
る
航
路
運
賃
や
宿
泊
料
に

つ
い
て
の
支
援
を
拡
充
し
ま
す
。

災
害
に
強
い
島
づ
く
り

　

市
民
が
安
心
し
て
暮
ら
し
続
け
る
た
め

に
は
、
東
日
本
大
震
災
や
熊
本
地
震
を
踏

ま
え
た
災
害
へ
の
対
応
力
の
強
化
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
近
年
、
大
規
模
な
自
然

災
害
が
各
地
で
多
発
し
て
お
り
、
災
害
に

対
し
て
市
民
の
安
全
性
を
確
保
す
る
た
め

に
は
、
ハ
ー
ド
整
備
と
ソ
フ
ト
事
業
の
推

進
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

ソ
フ
ト
面
で
は
、
地
域
防
災
リ
ー
ダ
ー

の
育
成
を
さ
ら
に
推
進
す
る
た
め
、
ス
キ

ル
ア
ッ
プ
事
業
を
継
続
し
て
実
施
す
る
と

と
も
に
、
自
治
会
や
消
防
団
と
の
連
携
を

強
化
し
、
将
来
的
に
は
小
中
学
校
で
の
防

災
教
育
等
も
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　

ハ
ー
ド
面
で
は
、
避
難
路
整
備
や
地
域

の
避
難
施
設
と
な
る
公
民
館
等
の
改
修
を

進
め
ま
す
。

　

あ
わ
せ
て
、
行
政
業
務
継
続
計
画
の
確

認
と
、
避
難
所
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
市
民

へ
の
周
知
徹
底
を
図
り
、
避
難
体
制
を
構

築
し
ま
す
。

　

ま
た
、
近
年
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い

る
空
き
家
対
策
に
つ
い
て
は
、
国
の
「
空

家
等
対
策
の
推
進
に
関
す
る
特
別
措
置

法
」
に
基
づ
き
、
平
成
29
年
度
前
半
に
空

き
家
対
策
計
画
を
策
定
し
、
老
朽
危
険
家

屋
対
策
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
施
策
に
加
え
、「
産
業
の
振

興
」
で
は
、
佐
渡
米
品
質
向
上
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
事
業
や
地
産
地
消
推
進
事
業
、「
観

光
地
域
づ
く
り
の
推
進
」
で
は
、
通
年
観

光
推
進
事
業
、「
佐
渡
活
性
化
に
向
け
た

地
域
づ
く
り
」
と
し
て
は
、
若
者
の
定

住
促
進
や
地
域
お
こ
し
協
力
隊
活
用
事

業
、「
人
材
の
育
成
と
確
保
」
に
つ
い
て
は
、

キ
ャ
リ
ア
教
育
等
の
確
実
な
推
進
な
ど
も

重
点
事
業
と
し
て
継
続
的
に
取
り
組
み
ま

す
。お

わ
り
に

　

本
市
で
は
「
佐
渡
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し

ご
と
創
生
総
合
戦
略
」
に
基
づ
い
た
人
口

減
少
対
策
を
進
め
て
き
ま
し
た
が
、
平
成

29
年
度
か
ら
施
行
さ
れ
る
特
定
有
人
国
境

離
島
特
別
措
置
法
に
伴
い
、「
地
域
社
会

維
持
推
進
交
付
金
」
が
新
た
に
創
設
さ
れ

ま
す
。

　

こ
の
制
度
を
最
大
限
に
活
用
し
な
が
ら
、

産
業
や
観
光
の
振
興
に
よ
る
雇
用
の
受
け

皿
の
確
保
を
図
り
、
佐
渡
の
将
来
を
担
う

世
代
の
人
材
確
保
を
促
進
し
、
人
口
の
世

代
間
バ
ラ
ン
ス
の
是
正
を
さ
ら
に
加
速
さ

せ
て
い
き
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
取
り
組
み
を
進
め
て
い
く
う

え
で
、
市
民
の
皆
さ
ま
の
声
を
反
映
す
る

機
会
を
設
け
な
が
ら
、
よ
り
一
層
の
ガ
ラ

ス
張
り
の
行
政
運
営
に
努
め
ま
す
。

　

議
員
の
皆
さ
ま
な
ら
び
に
市
民
の
皆
さ

ま
の
よ
り
一
層
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
申
し
上
げ
ま
し
て
、
平
成
29
年
度
の

施
政
方
針
と
い
た
し
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ

　

企
画
財
政
部
企
画
課

　

政
策
推
進
係　

☎
63
─
３
８
０
２
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　条例規則等の審査・告示、職員の人事・給与、広報広聴、
情報システム・ケーブルテレビ施設の管理など

　防災、交通安全対策、交通災害共済、防犯、庁舎の整備・
管理など

　市税の賦課、市税の収納・減免・滞納整理、地籍図の管理
など

　将来ビジョン、地方創生、離島振興計画、行政改革の推
進、行政評価など

　予算、工事等の入札・契約・検査・安全管理、補助金等の
適正化に関することなど

　戸籍、住民登録、埋火葬許可、国民健康保険、国民年金、
後期高齢者医療、健診、予防接種など

　民生委員・児童委員、生活困窮・生活保護、戦傷病者・戦
没者遺族の援護、障がい者（児）福祉など

　保育園・幼稚園の手続き、児童手当、児童扶養手当、ひとり親医療
費助成、子どもの医療費助成、児童館・放課後児童クラブ運営など

　高齢者在宅福祉、介護保険、介護予防、地域包括ケア推
進、認知症対策など

　再生可能エネルギーの普及推進、ごみ・し尿の収集・運
搬・処理、ごみの減量・リサイクルなど

　佐渡金銀山遺跡の世界遺産登録の推進、世界遺産関連
の遺跡・文化的景観等の調査・保存、情報発信など

　地域づくり支援、ふるさと納税、移住促進、定住支援、商
工業の振興、企業への支援、地域雇用の促進など

　航路や島内交通の確保維持・利便性向上、空路の確保維
持と改善、佐渡空港拡張整備の促進など

　農業農村整備、林業の振興、水産業の振興など

　農業者・新規就農者の育成支援、地産地消の推進、トキ
の野生復帰など

　佐渡観光の振興、教育旅行・合宿等の誘致促進、民泊、施
設の管理、３資産の活用など

　市道等の整備・管理・占用、除雪、市営住宅、公園管理、都
市計画など

　上下水道の使用開始・中止、上下水道施設等の整備・管
理など

総 務 部 総 　務 　課

広 報 戦 略 室（新設） （新設）

☎63-3111

高 齢 福 祉 課

地 域 包 括ケア推 進 室（新設）

☎63-3790

交 通 政 策 課

空 港 整 備 対 策 室

☎63-3184

観 光 振 興 課

3資産プロモーション室

☎67-7944

市 民 福 祉 部 市 民 生 活 課

健 康 推 進 室（新設）
☎63-5112

産 業 観 光 部 世界遺産推進課

文 化 財 室（新設）
☎63-5136

企 画 財 政 部 企 　 画 　 課
（新設）

（新設）☎63-3802

社 会 福 祉 課 ☎63-5113

環 境 対 策 課 ☎63-3113

地 域 振 興 課 ☎63-4152

建 設 部 建　 設　 課
（新設）

☎63-5118

上 下 水 道 課 ☎55-3173（水道）
☎55-3115（下水道）

農 林 水 産 課 ☎63-3761

防 災 管 財 課

財 産 管 理 室

（新設）☎63-3125

子 ども 若 者 課（新設）☎63-3126

農 業 政 策 課（新設）☎63-5117

財 　 政 　 課

契 約 検 査 室

☎63-3114

税　 務 　課 ☎63-5110

４月から市役所の組織が変わります
所管する主な業務内容などについて、お知らせします

　税金等公金の収納・支払い、現金の記録・管理など会 計 課 ☎63-5111

議会

選挙管理委員会

議会事務局

事務局
（総務課が事務局兼務）

監査委員

農業委員会

　議会運営、請願・陳情の受付、議会広報など☎57-8133

　選挙の管理・執行など☎63-3111

　定例監査、決算等の審査、現金出納の検査など☎63-3112

　固定資産の価格評価に関する不服審査決定など☎63-3112

　農地の売買等の許可、農地転用の受付、農業者年金など☎63-5115

　小中学校の手続き、教育施設の整備・管理、学校給食な
ど

☎66-4898

　生涯学習の振興、スポーツの推進、社会体育施設の管
理・整備、公民館活動など

☎66-4160

両 津 支 所 ☎27-2111

海 府 連 絡 所 ☎26-2228

相 川 支 所 ☎74-3111

羽 茂 支 所 ☎88-3111

☎57-2111

新穂行政サービスセンター ☎22-3111

真野行政サービスセンター ☎55-3111

小木行政サービスセンター ☎86-3111

赤泊行政サービスセンター ☎87-3111

畑野行政サービスセンター ☎66-3111

高 千 連 絡 所 ☎78-2629

松ヶ崎 連 絡 所 ☎67-2001

岩 首 連 絡 所 ☎28-2002

お問い合わせ　市役所企画財政部企画課　行革推進係　☎６３－３８０２

　４月１日から本庁の組織体制を課制か
ら部制へ移行しました。
　これは、重点施策の実行にあたって、従
来の組織体制を５つのグループにまとめる
組織再編を行い、グループ間の連携やグ
ループ内での情報共有の強化を図るととも
に、重要テーマや懸案事項に対し、スピー
ド感を持ち、柔軟に対応できる組織体制を
整えることを目的としています。
※教育委員会、支所、サービスセンターなどには変
更ありません。

事務局

学校教育課

社会教育課

事務局

事務局

固定資産評価審査委員会

佐和田行政サービスセンター

ジオパーク推進室

各教育事務所

教育委員会
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　税金等公金の収納・支払い、現金の記録・管理など会 計 課 ☎63-5111

議会

選挙管理委員会

議会事務局

事務局
（総務課が事務局兼務）

監査委員

農業委員会

　議会運営、請願・陳情の受付、議会広報など☎57-8133

　選挙の管理・執行など☎63-3111

　定例監査、決算等の審査、現金出納の検査など☎63-3112

　固定資産の価格評価に関する不服審査決定など☎63-3112

　農地の売買等の許可、農地転用の受付、農業者年金など☎63-5115

　小中学校の手続き、教育施設の整備・管理、学校給食な
ど

☎66-4898

　生涯学習の振興、スポーツの推進、社会体育施設の管
理・整備、公民館活動など

☎66-4160

両 津 支 所 ☎27-2111

海 府 連 絡 所 ☎26-2228

相 川 支 所 ☎74-3111

羽 茂 支 所 ☎88-3111

☎57-2111

新穂行政サービスセンター ☎22-3111

真野行政サービスセンター ☎55-3111

小木行政サービスセンター ☎86-3111

赤泊行政サービスセンター ☎87-3111

畑野行政サービスセンター ☎66-3111

高 千 連 絡 所 ☎78-2629

松ヶ崎 連 絡 所 ☎67-2001

岩 首 連 絡 所 ☎28-2002

お問い合わせ　市役所企画財政部企画課　行革推進係　☎６３－３８０２

　４月１日から本庁の組織体制を課制か
ら部制へ移行しました。
　これは、重点施策の実行にあたって、従
来の組織体制を５つのグループにまとめる
組織再編を行い、グループ間の連携やグ
ループ内での情報共有の強化を図るととも
に、重要テーマや懸案事項に対し、スピー
ド感を持ち、柔軟に対応できる組織体制を
整えることを目的としています。
※教育委員会、支所、サービスセンターなどには変
更ありません。

事務局

学校教育課

社会教育課

事務局

事務局

固定資産評価審査委員会

佐和田行政サービスセンター

ジオパーク推進室

各教育事務所

教育委員会
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教
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課
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越
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中
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本
部
次
長	
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池　
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也

■
新
採
用　
４
月
１
日
付
け

税
務
課	

主
事　

本
間　
　

司

市
民
生
活
課	

主
事　

青
木　

千
明

市
民
生
活
課	

主
事　

佐
藤　

良
哉
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祉
課	
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藤
井　

祐
希

子
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育
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友
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人
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介
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高
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仁
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看
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世
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井
沙
保
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建
設
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原
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奈
央
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建
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藤
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晋
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津
支
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保
健
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中
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英
美

両
津
病
院
診
療
部
歯
科

	

歯
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衛
生
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中
川
由
香
里

両
津
病
院
診
療
部
臨
床
検
査
科

	

臨
床
検
査
技
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近
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奈
央

両
津
病
院
看
護
部
看
護
科

	

看
護
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代

	

看
護
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髙
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佳
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相
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病
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療
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線
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部
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務
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介
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総
務
課	

鎮
守　

恒
太

消
防
本
部
総
務
課	

中
濱　

直
也

平成29年度

佐渡市の
新たな体制

　管理職等を掲載しています。
理事者、全職員については４月
25日発行の「職員配置表」を
ご覧ください。
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「
子
育
て
エ
ン
ジ
ョ
イ
カ
ー
ド
」

　
を
交
付
し
ま
す

　

子
育
て
エ
ン
ジ
ョ
イ
カ
ー
ド
の
対

象
は
、「
18
歳
ま
で
の
子
ど
も
が
い

る
保
護
者
の
方
」
で
す
。
子
育
て
を

応
援
す
る
協
賛
店
で
、
お
買
物
の
際

に
カ
ー
ド
を
呈
示
す
る
と
、
割
引
や

特
典
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ

ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
28
年
度
か
ら
「
病
後

児
保
育
室
」
利
用
時
の
負
担
金
も
割

引
対
象
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

カ
ー
ド
の
発
行
は
無
料
で
す
の
で
、

子
ど
も
若
者
課
子
育
て
支
援
係
ま
た

は
、
各
支
所
・
行
政
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
で
申
請
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ

い
。
更
新
の
方
に
は
３
月
末
に
送
付

し
て
あ
り
ま
す
。

　

な
お
、
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
い
た
だ

け
る
協
賛
店
も
随
時
募
集
し
て
い
ま

す
。
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ

　

市
役
所
市
民
福
祉
部

　

子
ど
も
若
者
課　

子
育
て
支
援
係

  

☎
63
―
３
１
２
６

協賛店はステッカー
が目印
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★平成29年度 当初予算の概要をお知らせします

一般会計予算 469億円
平成28年度比　＋24億円（＋5.4％）

平成29年度の当初予算は、特別会計をあわせた総額で680億3,150万円（前年度比23億4,799万円の増）となりました。
※主な増額理由：特定有人国境離島地域社会維持推進事業13億6,231万円皆増、合併特例債事業9億2,732万円増

平成28年度に見直した「佐渡市将来ビジョン」で掲げる５つの戦略（産業の振興、観光地域づ
くりの推進、交通ネットワークの充実、佐渡活性化に向けた地域づくり、災害に強い島づくり）を
重点に、平成29年度の予算編成を行いました。

歳入予算の概要
◎市税の減額
　50億9,338万円【▲3,022万円（▲0.6％）】
◎国庫支出金の増額
　37億4,338万円【＋6億4,527万円（＋20.8％）】
◎基金繰入金の増額
　37億7,994万円【＋6億8,263万円(＋22.1％)】
◎市債の増額
　63億1,200万円【＋9億4,780万円（＋17.7％）】

歳出予算の概要
◎�特定有人国境離島地域社会維持推進事業の創設
による物件費・補助費等の増額
　○�物件費�

67億3,246万円【＋2億414万円（＋3.1％）】
　○�補助費等�

61億7,202万円【＋8億1,715万円（＋15.3％）】
◎�普通建設事業の増額�
91億3,176万円【＋11億9,035万円（＋15.0％）】
◎�職員数の削減等による人件費の抑制�
70億7,471万円【▲1億3,419万円（▲1.9％）】

その他には、諸収入 (9 億 6,795 万円 )、地方消費税交付
金（9億 4,000万円）、使用料及び手数料（6億 8,034万円）
などがあります。

その他には、積立金（6億 6,920 万円）、維持補修費（5
億 2,123 万円）、投資及び出資金（2億 8,151 万円）な
どがあります。

◆一般会計 <歳入 > <歳出 >
その他
15億1,194万円
3.2%その他

40億1,931万円
8.4％

地方交付税
202億円
43.1%

市債
63億1,200万円

13.5%

市税
50億9,338万円
10.9%

繰入金
37億9,436万円
8.1%

国庫支出金
37億4,338万円
8.0%

県支出金
37億3,757万円
8.0% 投資的経費

91億5,167万円
19.5%

公債費
75億4,576万円
16.1%

人件費
70億7,471万円
15.1%

物件費
67億3,246万円 
14.4%

補助費等
61億7,202万円 
13.2%

繰出金
39億1,454万円 
8.3%

扶助費
41億71万円
8.7%

貸付金
6億9,619万円
1.5%

※�保育園の民営化により創出された財源は、児童発達支援事業等の子育て支援費に充当しています。

市報さど　平成29年4月号



◆特別会計
　特別会計は、特定の事業を行う場合に一般会計
と区分して経理する会計です。平成29年度は小水
力発電特別会計が新設されたので、国民健康保険
特別会計など11会計があります。
区　　　分 29年度予算 増減額
国民健康保険 74 億 9,600 万円 △ 3億　300万円
後期高齢者医療 7 億 1,220 万円 3,100 万円
介 護 保 険 84 億 7,230 万円 1億 6,190 万円
下 水 道 33 億 5,010 万円 4,430 万円
小 水 力 発 電 2,510 万円 2,510 万円
歌 代 の 里 4 億 6,960 万円 △ 1,540 万円
すこやか両津 5 億 7,900 万円 △ 610 万円
五十里財産区 19 万円 △ 1万円
二 宮 財 産 区 1,423 万円 255 万円
新畑野財産区 660 万円 350 万円
真 野 財 産 区 618 万円 415 万円

◆基金の状況
　基金は、市の貯金にあたります。
区　　　分 28年度末現在高見込 29年度末現在高見込
財政調整基金 91 億 8,396 万円 68億 4,498 万円
減 債 基 金 24 億 2,122 万円 20億 3,330 万円
その他特目基金 111 億 8,212 万円 107 億 9,828 万円

◆公営企業会計
　公営企業会計は、民間企業と同じような経営をして
いる事業で、水道事業会計、病院事業会計があります。
区　　　分 29年度予算 増減額

水
道
事
業

収益的 収入 28 億 5,661 万円 3億 9,373 万円
支出 28 億 2,482 万円 8,557 万円

資本的 収入 14 億 5,982 万円 △ 5億 5,848 万円
支出 20 億 4,782 万円 △ 6億 3,671 万円

病
院
事
業

収益的 収入 20 億 8,541 万円 △ 6,762 万円
支出 22 億 5,013 万円 △ 8,501 万円

資本的 収入 2,850 万円 10万円
支出 3,139 万円 46万円

◆市債の状況
　市債は、市が大きな事業を実施する時に借り入れる
お金で、市の借金にあたります。

区　　　分 28年度末現在高見込 29年度末現在高見込
一　般　会　計 610 億　987 万円 603 億　241 万円

特別
会計

下 水 道 210 億 7,795 万円 203 億 9,399 万円
すこやか両津 4 億 6,565 万円 4億　265 万円

公営企
業会計 水 道 事 業 144 億 1,324 万円 145 億 2,629 万円

～　普通建設事業の取り組み　～
平成29年度普通建設事業……91億3,176万円（平成28年度比＋11億9,035万円）

【合併特例債事業】	 37 億 2,248 万円
○両津湊・河崎地区統合保育園移転改築事業… … 10億 2,505 万円
○支所・行政サービスセンター庁舎整備事業… ……8億 　486万円
○両津支所・公民館・図書館建設事業… ……………4億 5,390 万円
○旧佐渡会館解体事業… ………………………………3億 2,937 万円
○旧相川支所解体事業… ………………………………2億 4,080 万円
○旧し尿処理施設解体事業… …………………………2億 1,399 万円
○相川小学校屋外環境整備事業… ……………………1億 5,509 万円
○旧佐和田体育館解体事業… …………………………1億 5,343 万円	 など

【その他の事業】	 54 億 928 万円
○道路橋りょう改良舗装事業… ………………………6億 　500万円
○漁港整備事業… ………………………………………4億 3,154 万円
○県営農業農村整備事業… ……………………………4億 2,738 万円
○繁殖和牛支援施設整備事業補助金… ………………2億 5,753 万円
○体育施設整備事業… …………………………………2億 　822万円
○社会資本整備総合交付金事業（改築系）……………1億 6,268 万円
○道路橋りょう維持補修事業… ………………………1億 5,500 万円
○社会資本整備総合交付金事業… ……………………1億 4,750 万円…
　（橋梁・舗装・その他修繕）
○埋設農薬最終処理事業… ……………………………1億 3,702 万円	 など

主な
内容

お問い合わせ　市役所企画財政部財政課　予算係　☎６３－３１１４
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平成28年度　佐渡市ほう賞授与式

（後列左から）児玉教育長、藤木副市長、三浦市長、岩﨑議長、伊藤副市長
（前列左から）�伊里和高さん、佐竹榮美子さん、柳敏久さん、畑野神輿振興会（相田満夫さん、佐藤泰一さん） 

新潟県立羽茂高等学校郷土芸能部（木ノ下陽菜さん、佐藤佑里菜さん）、奥田柊さん　※長井力さんは欠席

　社会福祉増進　
伊里　和高さん（両津）
�　保護司として、更生保護事業に尽力されました。

佐竹　榮美子さん（両津）
�　民生委員・児童委員として、地域福祉の充実に尽力されまし
た。

　商工業振興　
柳　敏久さん（赤泊）
�　商工会活動の中心的な役割を担い、地域経済の発展に尽
力されました。

　寄　附　
長井　力さん（東京都）
�　佐渡ふるさと島づくり寄附金に多額の寄附をされました。

　地域おこし　
畑野神輿振興会（畑野）
�　「安寿天神まつり」において、「ねり神輿」による地域間交流を
継続的に行い、地域おこしに貢献されました。

　競技会成績優秀者　
新潟県立羽茂高等学校郷土芸能部（羽茂）
�　第40回全国高等学校総合文化祭郷土芸能部門において、最
優秀賞・文部科学大臣賞を受賞されました。

奥田　柊さん（新穂）
�　第16回全国障害者スポーツ大会陸上競技、スラロームにお
いて、金メダルを受賞されました。

　佐渡市誕生の日であ
る３月１日、平成28年度
佐渡市ほう賞授与式が
行われました。
　長年にわたって多大
な功労のあった方や全
国規模の競技会で優
秀な成績を収められた
方を表彰しました。

行
政
相
談
委
員
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

　

任
期
満
了
に
伴
い
、
次
の
方
が
４
月
１
日
付
け
で
行

政
相
談
委
員
に
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

　

行
政
相
談
委
員
は
、
総
務
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
民

間
有
識
者
で
、
国
民
の
身
近
な
相
談
相
手
と
し
て
、
国

の
仕
事
に
関
す
る
苦
情
な
ど
の
相
談
を
受
け
付
け
、
助

言
や
関
係
機
関
に
対
す
る
通
知
な
ど
、
解
決
の
促
進
を

図
り
ま
す
。
市
民
と
行
政
と
の
橋
渡
し
を
す
る
身
近
な

相
談
相
手
で
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

○
新
任
の
方

　

・
畑
野
地
区　
　

中
嶋　

羊
一　

さ
ん

○
再
任
の
方

　

・
両
津
地
区　
　

菊
池　

基　
　

さ
ん

　

・
相
川
地
区　
　

馬
込　

正
彦　

さ
ん

　

・
佐
和
田
地
区　

山
本　

茂
夫　

さ
ん

　

・
金
井
地
区　
　

渡
邉　

日
出
子
さ
ん

　

・
新
穂
地
区　
　

松
井　

育
子　

さ
ん

　

・
真
野
地
区　
　

羽
生　

満
枝　

さ
ん

　

・
小
木
地
区　
　

赤
塚　

博
明　

さ
ん

　

・
羽
茂
地
区　
　

榎
谷　

方
志　

さ
ん

　

・
赤
泊
地
区　
　

臼
杵　

一
男　

さ
ん

○
退
任
の
方

　

・
畑
野
地
区　
　

木
下　

良
則　

さ
ん

　

長
い
間
、
大
変
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

お
問
い
合
わ
せ

　

市
役
所
総
務
部
総
務
課　

地
域
支
援
係

　

☎
63
―
３
１
１
１

お問い合わせ
　市役所総務部総務課　秘書係　☎６３－３１１１
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誰
も
が
暮
ら
し
や
す
い
ま
ち
を
目
指
し
て 

「
ほ
じ
ょ
犬
」を
知
っ
て
い
ま
す
か
？

　
「
ほ
じ
ょ
犬
」（
身
体
障
が
い
者
補
助

犬
）は
、目
や
耳
や
体
に
障
が
い
あ
る

方
の
生
活
を
お
手
伝
い
す
る
、「
盲
導

犬
」「
聴
導
犬
」「
介
助
犬
」の
こ
と
で
す
。

現
在
、市
内
で
は
多
く
の
ほ
じ
ょ
犬
が

活
躍
し
て
い
る
の
を
ご
存
知
で
す
か
。

　

誰
も
が
暮
ら
し
や
す
い
ま
ち
と
は
ど
ん

な
ま
ち
で
し
ょ
う
か
。
そ
れ
は
、
高
齢
者

や
さ
ま
ざ
ま
な
障
が
い
の
あ
る
方
で
あ
っ

て
も
暮
ら
し
や
す
い
ま
ち
な
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
そ
ん
な
思
い
か
ら
今
回
は

障
が
い
の
あ
る
方
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
「
ほ

じ
ょ
犬
」
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

ほ
じ
ょ
犬
の
種
類

 

盲�

導
犬 　
ハ
ー
ネ
ス
（
胴
輪
）
を
つ
け
、

目
の
見
え
な
い
、
見
え
に
く
い
人
が

街
な
か
を
安
全
に
歩
け
る
よ
う
に
サ

ポ
ー
ト
し
ま
す
。

 

聴�

導
犬 　
「
聴
導
犬
」
と
書
か
れ
た
表

示
を
つ
け
、
耳
が
聞
こ
え
な
い
、
聞

こ
え
に
く
い
人
に
生
活
の
中
の
必
要

な
音
を
知
ら
せ
ま
す
。

 

介�

助
犬 　
「
介
助
犬
」
と
書
か
れ
た
表

示
を
つ
け
、
手
や
足
に
障
が
い
の
あ

る
人
の
日
常
の
生
活
動
作
を
サ
ポ
ー

ト
し
ま
す
。

仕
事
中
の
ほ
じ
ょ
犬
へ
の
接
し
方

　

ほ
じ
ょ
犬
ユ
ー
ザ
ー
が
ハ
ー
ネ
ス
や
表

示
を
つ
け
た
ほ
じ
ょ
犬
を
同
伴
し
て
い
る

時
、
ほ
じ
ょ
犬
は
「
仕
事
中
」
で
す
。

○�

仕
事
中
の
ほ
じ
ょ
犬
に
は
、
話
し
か
け

た
り
、
じ
っ
と
見
つ
め
た
り
、
勝
手
に

触
っ
た
り
し
て
気
を
引
く
行
為
を
し
な

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

○�
ほ
じ
ょ
犬
に
食
べ
物
や
水
を
与
え
な
い

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

○�

ほ
じ
ょ
犬
は
訓
練
さ
れ
て
い
る
犬
で
す

が
、
何
で
も
で
き
る
わ
け
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
ほ
じ
ょ
犬
ユ
ー
ザ
ー
が
困
っ
て

い
る
時
は
、「
何
か
手
伝
う
こ
と
は
あ

り
ま
す
か
」
と
声
を
か
け
て
あ
げ
て
く

だ
さ
い
。

ほ
じ
ょ
犬
は
き
ち
ん
と 

し
つ
け
ら
れ
、
健
康
で
す

　

ほ
じ
ょ
犬
ユ
ー
ザ
ー
は
、
責
任
を
も
っ

て
ほ
じ
ょ
犬
の
行
動
を
管
理
し
、
ほ
じ
ょ

犬
の
体
を
清
潔
に
保
ち
、
健
康
に
気
を

配
っ
て
い
ま
す
。

○�

ほ
じ
ょ
犬
は
、
ユ
ー
ザ
ー
管
理
の
も
と

で
待
機
す
る
よ
う
訓
練
さ
れ
て
い
ま
す
。

○�

ユ
ー
ザ
ー
は
、
常
に
ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
や

シ
ャ
ン
プ
ー
な
ど
で
ほ
じ
ょ
犬
の
体
を

清
潔
に
保
ち
、
予
防
接
種
や
健
診
を
受

け
る
よ
う
努
め
て
い
ま
す
。

 

お
店
で
の
受
け
入
れ 

　

身
体
障
害
者
補
助
犬
法
お
よ
び
障
害
者

差
別
解
消
法
で
公
共
施
設
や
公
共
交
通
機

関
を
は
じ
め
、
不
特
定
か
つ
多
数
の
人
が

利
用
す
る
、
病
院
、
ホ
テ
ル
、
飲
食
店
や

ス
ー
パ
ー
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
場
所
で
ほ

じ
ょ
犬
を
受
け
入
れ
る
こ
と
が
義
務
付
け

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ス
ー
パ
ー
、
飲
食
店
、
ホ
テ
ル
な
ど
の

事
業
者
は
、
ほ
じ
ょ
犬
を
受
け
入
れ
て
い

る
こ
と
を
示
す
ス
テ
ッ
カ
ー
を
活
用
し
ま

し
ょ
う
。
掲
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
、
他

の
お
客
さ
ま
の
理
解
も
得
ら
れ
や
す
く
、

効
果
的
で
す
。

お
問
い
合
わ
せ

　

市
役
所
市
民
福
祉
部
社
会
福
祉
課

　

障
が
い
福
祉
係

　

☎
63
―
５
１
１
３　


63
―
５
１
２
１

聴導犬ユーザー
滝口浩哉さんと守号
（ヨークシャー・テリア）

盲導犬ユーザー
椎カヨ子さんと�
ターニャ号�
（ラブラドール・レトリバー）

　

昨
年
12
月
か
ら「
守
」と
の
生
活
が
始
ま
り
ま
し

た
。ほ
じ
ょ
犬
は
、身
体
障
が
い
者
の
体
の
一
部
な

の
で
、常
に
一
緒
で
す
。東
京
２
０
２
０
年
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
は
、世
界
中
か
ら
多

く
の
ほ
じ
ょ
犬
が
来
日
し
ま
す
。島
内
の
方
々
に
は
、

「
心
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
」に
対
す
る
ご
理
解
を
お
願

い
し
ま
す
。

「
タ
ー
ニ
ャ
号
か
ら
ご
あ
い
さ
つ
」

　

皆
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
。私
は
仙
台
訓
練
所
か
ら

来
た
盲
導
犬
で
す
。も
う
す
ぐ
５
年
に
な
り
ま
す
。

来
た
当
初
は
と
て
も
不
安
で
し
た
が
、今
で
は
お
母

さ
ん
と
毎
日
楽
し
く
散
歩
し
て
い
ま
す
。こ
れ
も
皆

さ
ん
の
お
か
げ
と
心
か
ら
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

市報さど　平成29年4月号13
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平 

成 

28 

年 

度 

随 

時 

監 

査 

結 

果 

に 

つ 

い 

て

　

佐
渡
市
監
査
委
員
は
、
随
時
監
査
の
結
果
を
平
成
29
年
２
月
23
日
に
公
表
し
ま
し
た
の
で
、
そ
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

佐
渡
市
監
査
委
員　

渡
部　

直
樹

佐
渡
市
監
査
委
員　

猪
股　

文
彦

監
査
の
対
象

○�

平
成
23
年
度
か
ら
平
成
25
年
度
に
市
が

交
付
し
た
佐
渡
市
銀
鮭
養
殖
モ
デ
ル
事

業
補
助
金
お
よ
び
当
該
補
助
金
に
関
係

す
る
事
業
に
つ
い
て
の
出
納
そ
の
他
の

事
務

○
所
管
課　

農
林
水
産
課

補
助
対
象
事
業
お
よ
び
補
助
金
の
概
要

　

佐
渡
市
銀
鮭
養
殖
モ
デ
ル
事
業
（
以
下
、

「
当
該
事
業
」
と
い
う
。）
は
、
佐
渡
銀
鮭

養
殖
生
産
に
お
け
る
漁
業
の
成
功
事
例
を

作
る
と
と
も
に
、
多
様
な
販
路
と
高
い
養

殖
技
術
・
加
工
技
術
を
持
つ
民
間
と
連
携

す
る
こ
と
で
、「
生
産
・
加
工
・
販
売
」

の
６
次
産
業
化
を
推
進
し
、
持
続
的
な
水

産
業
の
活
性
化
と
担
い
手
の
育
成
、
雇
用

の
確
保
を
目
的
と
す
る
も
の
で
、
平
成
23

年
10
月
に
市
の
主
導
に
よ
り
佐
渡
銀
鮭
養

殖
推
進
協
議
会
（
以
下
、「
協
議
会
」
と

い
う
。）
を
立
上
げ
、
５
カ
年
計
画
で
取

り
組
ん
だ
事
業
で
あ
る
。

　

協
議
会
の
構
成
員
は
、
み
や
ぎ
海
洋
飼

料
株
式
会
社（
以
下
、「
み
や
ぎ
海
洋
飼
料
」

と
い
う
。）、
佐
渡
漁
業
協
同
組
合
お
よ
び

水
津
漁
業
協
同
組
合
で
あ
る
。

　

み
や
ぎ
海
洋
飼
料
は
、
宮
城
県
石
巻
市

を
拠
点
に
、
飼
料
お
よ
び
肥
料
の
製
造
販

売
や
、
水
産
物
の
加
工
お
よ
び
販
売
な
ら

び
に
輸
出
入
等
を
営
む
こ
と
を
目
的
と
し

た
法
人
で
あ
る
。
平
成
23
年
10
月
に
佐
渡

支
店
を
開
設
し
、
み
や
ぎ
海
洋
飼
料
の
取

締
役
が
支
店
長
に
就
任
す
る
と
と
も
に
、

協
議
会
の
会
長
と
な
っ
た
。

　

支
店
長
は
、
佐
渡
市
出
身
で
あ
り
、
石

巻
市
に
お
い
て
銀
鮭
養
殖
お
よ
び
加
工
販

売
を
実
施
し
て
い
た
株
式
会
社
丸
東
水
産

の
社
長
で
あ
っ
た
が
、
同
社
は
、
東
日
本

大
震
災
に
お
い
て
壊
滅
的
な
被
害
を
受
け

廃
業
し
た
。

　

市
は
、
当
該
事
業
を
推
進
す
る
た
め
、

新
潟
県
の
補
助
事
業
に
上
乗
せ
補
助
で
き

る
養
殖
施
設
等
整
備
事
業
の
ほ
か
、
市
単

独
補
助
事
業
の
養
殖
担
い
手
対
策
事
業
お

よ
び
種
苗
生
産
用
施
設
改
修
整
備
事
業
を

事
業
種
目
と
す
る
佐
渡
市
銀
鮭
養
殖
モ
デ

ル
事
業
補
助
金
交
付
要
綱
を
新
た
に
整
備

し
た
。
な
お
、
事
業
ご
と
の
詳
細
は
下
表

の
と
お
り
で
あ
る
。

【佐渡市補助】

事業種目  事業内容・補助対象経費 補助率 補助限度額

養殖施設等整備事業 海面養殖用生けすの整備
補助対象経費の
25％以内

１年につき
500 万円

養殖担い手対策事業
養殖施設等整備事業により
整備した養殖用生けすに係
る労務

補助対象経費の
50％以内

１年につき
150 万円

種苗生産用施設
改修整備事業

種苗生産活動に必要な機
械・施設等改修整備

補助対象経費の
30％以内

１年につき
600 万円

【新潟県補助：新潟県農林水産業総合振興事業】

種目 支援内容 補助率 事業費範囲

水産振興
促進

【漁業近代化施設等整備】
効率的な漁業活動を行うた
めに必要な機械・施設等の
整備

補助対象経費の
5/10 以内

1,000 万円～
2,000 万円
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協
議
会
は
こ
の
補
助
制
度
を
利
用
し
、

総
額
１
２
，
３
７
７
，
０
０
０
円
の
補
助

金
の
交
付
を
申
請
し
、
市
は
左
表
の
と
お

り
交
付
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
市
は
、
こ
の
補
助
金
の
ほ
か
協

議
会
に
対
し
て
銀
鮭
養
殖
場
と
し
て
佐
渡

市
栽
培
漁
業
セ
ン
タ
ー
（
以
下
、「
セ
ン

タ
ー
」
と
い
う
。）
の
修
繕
を
行
い
、
そ

の
経
費
１
４
，
１
７
５
，
０
０
０
円
を
平

成
24
年
１
月
に
支
出
し
、
無
償
で
使
用
さ

せ
て
い
た
。
さ
ら
に
、
平
成
25
年
４
月
に

は
水
産
振
興
推
進
負
担
金
１
，
９
０
０
，

０
０
０
円
を
協
議
会
に
支
出
し
て
い
る
。

　

協
議
会
は
、
平
成
24
年
に
１
３
０
ト
ン
、

平
成
25
年
に
２
４
０
ト
ン
の
水
揚
げ
を
計

画
し
て
い
た
が
、
平
成
24
年
６
月
の
初
水

揚
げ
は
冬
季
波
浪
と
爆
弾
低
気
圧
の
影
響

に
よ
る
生
け
す
損
傷
で
40
ト
ン
、
翌
平
成

25
年
６
月
に
は
海
水
温
上
昇
等
の
影
響
を

受
け
20
ト
ン
の
水
揚
げ
と
な
り
、
こ
の
年

を
最
後
に
養
殖
事
業
を
事
実
上
中
止
し
て

い
る
。

　

平
成
23
年
12
月
28
日
に
提
出
さ
れ
た
補

助
金
交
付
申
請
書
の
添
付
書
類
に
よ
る
年

次
計
画
お
よ
び
所
管
課
提
出
資
料
に
よ
る

水
揚
げ
量
の
実
績
は
左
表
の
と
お
り
で
あ

る
。

監
査
の
結
果
お
よ
び
指
摘
事
項

　

監
査
の
結
果
、
補
助
金
交
付
に
係
る
事

務
に
つ
い
て
、
一
部
に
不
適
切
な
事
務
処

理
や
改
善
を
要
す
る
事
例
が
見
受
け
ら
れ

た
。
監
査
の
指
摘
事
項
は
次
の
と
お
り
で

あ
る
。

　

な
お
、
軽
微
な
事
項
に
つ
い
て
は
、
口

頭
に
よ
り
所
管
課
へ
改
善
を
要
望
し
た
。

１　
補
助
対
象
者
の
選
定

　

補
助
対
象
者
の
選
定
に
つ
い
て
は
、
事

業
の
趣
旨
を
広
く
周
知
し
公
募
で
選
定
す

べ
き
と
こ
ろ
、
公
募
も
行
わ
ず
市
主
導
で

協
議
会
を
設
立
し
、
補
助
対
象
者
に
選
定

し
た
。
ま
た
、
協
議
会
の
会
長
は
前
市
長

の
大
学
の
後
輩
で
あ
り
、
当
該
事
業
の
推

進
に
つ
い
て
懇
願
さ
れ
、
事
業
実
施
の
中

心
的
な
役
割
を
担
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
、

補
助
事
業
と
し
て
の
公
平
性
に
欠
け
て
い

る
。

２　
養
殖
施
設
等
整
備
事
業

⑴�　

協
議
会
は
、
新
潟
県
へ
事
業
認
定
前

着
工
届
を
提
出
し
、
そ
の
後
速
や
か
に

市
へ
補
助
金
交
付
申
請
を
す
べ
き
と
こ

ろ
、
事
業
竣
工
後
に
申
請
書
を
提
出
し

て
い
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
市
は
、
補

助
金
交
付
申
請
の
手
続
き
が
不
適
正
で

あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
補
助
金
を

交
付
し
て
い
た
。

⑵�　

協
議
会
は
、
補
助
金
交
付
決
定
通
知

に
お
い
て
記
載
さ
れ
た
事
業
対
象
期
間

で
あ
る
平
成
23
年
11
月
14
日
以
降
に
取

得
し
た
も
の
を
補
助
対
象
経
費
と
し
て

申
請
す
べ
き
と
こ
ろ
、
事
業
対
象
期
間

前
に
購
入
し
た
資
材
で
あ
る
網
お
よ
び

フ
ロ
ー
ト
を
補
助
対
象
経
費
と
し
て
申

請
を
行
っ
て
い
た
。
ま
た
、
市
は
、
当

該
申
請
金
額
を
補
助
金
と
し
て
交
付
し

て
い
た
。
補
助
対
象
経
費
の
精
査
を
さ

れ
た
い
。

⑶�　

所
管
課
は
、
佐
渡
市
補
助
金
等
交
付

規
則
に
基
づ
き
実
績
報
告
書
を
審
査
し

補
助
金
額
を
確
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
が
、
収
支
決
算
書
の
根
拠
資
料
で
あ

る
領
収
書
等
を
提
出
さ
せ
る
こ
と
な
く

協
議
会
か
ら
市
に
提
出
さ
れ
た
実
績
報

告
書
の
添
付
書
類
の
収
支
決
算
書
お
よ

び
竣
工
写
真
に
よ
り
補
助
金
額
を
確
定

し
交
付
し
て
い
た
。
早
急
に
協
議
会
に

資
料
を
提
出
さ
せ
、
補
助
金
額
が
適
正

で
あ
っ
た
か
再
度
審
査
さ
れ
た
い
。

３　
養
殖
担
い
手
対
策
事
業

　

協
議
会
は
、
養
殖
施
設
整
備
事
業
で
整

備
し
た
養
殖
生
け
す
に
係
る
労
務
費
を
補

助
対
象
と
し
て
申
請
す
べ
き
と
こ
ろ
、
生

け
す
設
置
に
係
る
ア
ン
カ
ー
ロ
ー
プ
の
製

作
お
よ
び
フ
ロ
ー
ト
の
取
り
付
け
等
を
含

め
て
補
助
対
象
と
し
て
申
請
を
行
っ
て
い

た
。

　

所
管
課
は
、
補
助
対
象
と
な
る
労
務
費

を
、
勤
務
報
告
書
の
作
業
内
容
を
確
認
し

た
う
え
で
給
与
支
払
明
細
を
審
査
し
補
助

金
額
を
確
定
す
べ
き
と
こ
ろ
、
勤
務
報
告

【補助金交付内訳】	 （単位：千円）

事業名称 対象経費（概要） 交付額 実施年度

養殖施設等整備事業

養殖生けす２基
水揚用生けす１基
生けす設置一式
方塊ブロック製作据え付け一式

7,500
　　（内訳）
　県 :5,000
　市 :2,500

平成 23年

養殖担い手対策事業
労務費（自H23.11 至 H24. ３） 　　　 376 平成 23年
労務費（自H24. ４ 至 H25. ３） 　　 1,052 平成 24年
労務費（自H25. ４ 至 H25. ９） 　　 　794 平成 25年

種苗生産用施設改修整
備事業

井戸掘削一式
井戸水冷却機２台・井戸ポンプ他

　   2,655 平成 24年

【年次計画および実績】

実施期間 水揚げ量
計画 実績

自H23.11
至 H24. ９

130㌧ 40㌧

自 H24.10
至 H25. ９

240㌧ 20㌧

自 H25.10
至 H26. ９

390㌧ －

自H26.10
至 H27. ９

540㌧ －

自H27.10
至 H28. ９

540㌧ －
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書
と
給
与
支
払
明
細
の
不
一
致
や
給
与
支

払
明
細
の
積
算
誤
り
、
ま
た
、
支
払
根
拠

と
な
る
資
料
が
不
足
し
て
い
た
な
ど
の
不

備
が
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
実
績
報

告
書
に
記
載
さ
れ
た
ま
ま
の
金
額
を
補
助

対
象
と
し
交
付
し
て
い
た
。
補
助
対
象
経

費
の
精
査
を
さ
れ
た
い
。

４　
種
苗
生
産
用
施
設
改
修
整
備
事
業

⑴�　

当
該
事
業
で
整
備
し
た
井
戸
水
冷
却

機
が
使
用
さ
れ
な
く
な
っ
た
た
め
、
平

成
27
年
８
月
27
日
に
協
議
会
に
対
し
て

補
助
金
返
還
請
求
を
し
て
い
る
が
、
未

だ
納
付
さ
れ
て
い
な
い
。
早
期
納
付
を

促
す
よ
う
努
め
ら
れ
た
い
。

⑵�　

右
記
⑴
の
補
助
金
返
還
請
求
額
は
、

井
戸
水
冷
却
機
の
残
存
価
額
を
基
に
算

定
し
て
い
る
が
、
償
却
計
算
の
基
準
日

を
実
際
に
事
業
を
中
止
し
た
平
成
25
年

９
月
30
日
で
は
な
く
、
補
助
金
返
還
の

納
付
期
限
で
あ
る
平
成
27
年
９
月
11
日

と
し
て
い
る
こ
と
に
合
理
的
理
由
が
な

い
。

⑶�　

市
は
、
協
議
会
に
対
し
セ
ン
タ
ー
の

使
用
を
許
可
す
る
条
件
と
し
て
、「
使

用
期
間
が
満
了
し
た
と
き
は
、
直
ち
に

使
用
財
産
を
現
状
に
回
復
し
て
返
還
す

る
こ
と
」
と
し
て
い
る
が
、
平
成
26
年

３
月
31
日
を
も
っ
て
使
用
期
間
が
満
了

し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
協
議
会
の
資

産
で
あ
る
井
戸
水
冷
却
機
が
使
用
さ
れ

な
い
ま
ま
セ
ン
タ
ー
に
放
置
さ
れ
て
い

る
。
使
用
許
可
条
件
を
基
に
適
切
な
指

導
を
さ
れ
た
い
。

５�　

�

そ
の
他
銀
鮭
養
殖
に
関
し
て
市
が

行
っ
た
事
業

⑴�　

セ
ン
タ
ー
で
の
養
殖
事
業
は
、
平
成

25
年
１
月
８
日
に
銀
鮭
発
眼
卵
を
搬
入

し
た
が
成
魚
に
は
至
ら
ず
中
止
さ
れ
た
。

そ
の
後
も
セ
ン
タ
ー
は
有
効
活
用
さ
れ

て
お
ら
ず
、
市
が
多
額
な
予
算
で
セ
ン

タ
ー
を
修
繕
し
、
協
議
会
に
無
償
で
使

用
さ
せ
た
こ
と
に
妥
当
性
が
あ
っ
た
の

か
疑
問
で
あ
る
。

⑵�　

市
は
、
平
成
25
年
４
月
に
水
産
振

興
推
進
負
担
金
と
し
て
協
議
会
に
１
，

９
０
０
，
０
０
０
円
を
支
出
し
て
い
る

が
、
協
議
会
の
構
成
員
に
な
っ
て
お
ら

ず
負
担
金
を
支
出
す
る
理
由
が
な
く
不

適
当
で
あ
る
。

　

�　

な
お
、
こ
の
負
担
金
は
、
平
成
24
年

度
の
当
初
予
算
に
計
上
さ
れ
て
お
ら
ず
、

他
の
予
算
か
ら
流
用
し
支
出
さ
れ
て
い

た
た
め
、
所
管
課
に
支
出
理
由
を
確
認

し
た
と
こ
ろ
、
当
初
、
副
市
長
と
協
議

会
の
会
長
と
の
間
で
事
業
実
施
に
当
た

り
臨
時
職
員
（
水
産
指
導
）
と
し
て
２

カ
年
の
雇
用
約
束
を
し
て
い
た
が
、
議

会
か
ら
の
指
摘
が
あ
り
１
年
間
で
雇
用

を
解
除
し
た
こ
と
か
ら
、
解
除
さ
れ
た

１
カ
年
分
の
臨
時
職
員
賃
金
相
当
額
と

し
て
支
払
っ
た
も
の
で
あ
る
と
の
回
答

で
あ
っ
た
。

監
査
委
員
の
意
見

　

当
該
事
業
は
、
５
カ
年
計
画
に
掲
げ
た

年
次
目
標
を
達
成
で
き
な
い
ま
ま
平
成
25

年
度
に
中
止
と
な
り
、
事
業
遂
行
の
た
め

の
補
助
金
や
関
連
支
援
等
に
多
額
の
公
金

を
支
出
し
た
が
そ
の
効
果
は
ほ
と
ん
ど
現

れ
て
な
い
。
補
助
金
の
目
的
に
つ
い
て
は

要
綱
に
よ
り
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
が
、

公
益
上
真
に
必
要
な
事
業
だ
っ
た
の
か
大

い
に
疑
問
を
持
つ
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

特
に
、
当
該
事
業
を
遂
行
す
る
に
あ
た

り
、
高
補
助
率
の
要
綱
を
新
た
に
整
備
す

る
と
と
も
に
補
助
対
象
者
の
公
募
も
行
わ

ず
選
定
し
た
こ
と
、
水
産
振
興
推
進
負
担

金
と
称
し
根
拠
が
な
い
負
担
金
を
補
助
事

業
者
に
支
出
し
た
こ
と
は
、
モ
デ
ル
事
業

と
は
い
え
公
共
性
・
公
平
性
に
欠
け
て
お

り
極
め
て
遺
憾
で
あ
る
。

　

補
助
金
は
公
益
上
必
要
が
あ
る
場
合
に

交
付
す
る
も
の
で
あ
り
、
適
正
か
つ
公
正

な
執
行
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ

れ
ま
で
も
他
の
補
助
事
業
に
お
い
て
補
助

金
返
還
を
求
め
た
事
例
が
多
く
見
受
け
ら

れ
た
が
、
今
回
の
監
査
に
お
い
て
も
補
助

金
の
交
付
手
続
き
や
実
績
報
告
書
等
の
検

査
が
十
分
行
わ
れ
な
い
な
ど
、
不
適
正
な

補
助
金
交
付
事
務
が
見
受
け
ら
れ
た
。

　

市
は
、
こ
の
ほ
ど
個
別
外
部
監
査
結
果

に
よ
り
具
体
的
な
提
言
を
受
け
、
平
成
28

年
度
末
ま
で
に
指
摘
さ
れ
た
問
題
点
に
対

す
る
措
置
お
よ
び
適
正
な
補
助
金
交
付
事

務
の
ル
ー
ル
づ
く
り
に
向
け
た
考
え
方
を

整
理
す
る
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
早
期

に
こ
れ
ら
を
整
理
し
実
行
す
る
こ
と
で
補

助
金
交
付
事
務
の
適
正
化
に
努
め
ら
れ
た

い
。

　

な
お
、
結
果
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（https://w
w
w
.city.sado.niigata.jp/

）

に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ

　

市
監
査
委
員
事
務
局

　

☎
63
―
３
１
１
２

佐渡金銀山の 
世界遺産登録に向けて、 
みんなで応援しましょう！

　「佐渡金銀山を世界遺産に」のホームページに、各種講演会や現地
説明会などの活動記録を掲載していますので、ご覧ください。
（https://www.city.sado.niigata.jp/mine/）
お問い合わせ
　市役所産業観光部世界遺産推進課　登録推進係
　☎６３－５１３６
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「
佐
渡
市
老
朽
危
険
廃
屋
対
策
支
援
事
業
」
の
お
知
ら
せ

　

空
き
家
等
は
所
有
者
の
財
産
で
あ
り
、

適
切
に
管
理
す
る
義
務
が
あ
り
ま
す
。
適

切
に
管
理
さ
れ
な
い
ま
ま
放
置
し
老
朽
化

し
た
建
物
は
、
瓦
や
外
壁
の
落
下
な
ど
に

よ
り
近
隣
住
民
や
通
行
人
に
け
が
を
負
わ

せ
る
な
ど
、
最
悪
の
場
合
、
所
有
者
の
損

害
賠
償
責
任
問
題
に
ま
で
発
展
す
る
可
能

性
が
あ
り
ま
す
。

　

近
年
、
市
内
に
お
い
て
も
適
切
に
維
持

管
理
が
さ
れ
ず
に
老
朽
化
が
進
む
空
き
家

が
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
を
ふ
ま
え
、
市
で
は

日
常
生
活
に
お
け
る
市
民
の
安
全
・
安
心

の
確
保
お
よ
び
良
好
な
景
観
を
形
成
す
る

こ
と
を
目
的
に
、
木
造
危
険
廃
屋
の
解
体

や
撤
去
に
対
す
る
支
援
制
度
を
設
け
て
い

ま
す
。

◆
佐
渡
市
老
朽
危
険
廃
屋
対
策
支
援
事
業

対
象
建
築
物

　

次
の
①
～
④
の
要
件
を
す
べ
て
満
た
す

建
築
物
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

①�

佐
渡
市
内
に
あ
る
個
人
ま
た
は
集
落
の

所
有
す
る
木
造
建
築
物
で
あ
る
こ
と

②
使
用
し
て
い
る
者
が
い
な
い
こ
と

③�

周
囲
の
生
活
環
境
に
悪
影
響
を
及
ぼ
し

て
い
る
、
ま
た
は
及
ぼ
す
恐
れ
が
あ
る

も
の

④�
屋
根
・
柱
そ
の
他
の
主
要
構
造
物
の
腐

朽
ま
た
は
破
損
な
ど
に
よ
り
、
著
し
く

危
険
性
の
あ
る
も
の

【
対
象
例
】

・�

屋
根
ぶ
き
材
料
に
著
し
い
剥
落
が
あ
る

も
の
、
軒
の
裏
板
、
た
る
木
等
が
腐
朽

し
た
も
の

・
基
礎
に
不
同
沈
下
の
あ
る
も
の

・
柱
の
傾
斜
が
著
し
い
も
の

・�

は
り
が
腐
朽
し
、
ま
た
は
破
損
し
て
い

る
も
の

・�

土
台
ま
た
は
柱
の
数
カ
所
に
腐
朽
ま
た

は
破
損
が
あ
る
も
の　

な
ど

※�

瓦
の
落
下
や
、外
壁
の
破
損
等
が
小
規
模
の
場

合
や
、敷
地
内
に
し
か
影
響
が
無
い
建
物
等
は

補
助
金
の
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

　

不
明
な
場
合
は
、
事
前
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

対
象
工
事

　

補
助
金
の
対
象
と
な
る
工
事
は
、
対
象

建
築
物
を
敷
地
内
か
ら
す
べ
て
撤
去
、
処

分
す
る
工
事
で
す
。

　

補
助
金
の
交
付
決
定
前
に
解
体
工
事
を

行
っ
た
場
合
は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

対
象
者

１�　

木
造
建
築
物
の
所
有
者
ま
た
は
相
続

人
で
市
税
等
を
完
納
し
て
い
る
方

２　

１
の
方
か
ら
委
任
を
受
け
た
方

対
象
経
費

　

市
内
の
解
体
事
業
者
等
に
依
頼
し
て
行

う
解
体
撤
去
に
要
す
る
経
費
で
、
か
つ

30
万
円
以
上
を
要
す
る
も
の
を
補
助
の
対

象
と
し
ま
す
。
た
だ
し
、
地
下
埋
設
物
や

動
産
（
家
具
、
家
電
製
品
な
ど
）
の
処
分

費
等
は
除
き
ま
す
。

※�

解
体
撤
去
費
用
の
見
積
も
り
は
複
数
の
解
体
事

業
者
等
か
ら
取
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

補
助
率

　

対
象
経
費
の
２
分
の
１
以
内

　
（
上
限
は
50
万
円
）

申
請
期
限

　

６
月
９
日
㈮

注
意
事
項

・�

建
物
を
除
却
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
住

宅
用
地
に
対
す
る
課
税
標
準
の
特
例
が

適
用
さ
れ
ず
、
翌
年
度
か
ら
固
定
資
産

税
が
増
額
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

・�

申
請
者
が
多
数
の
場
合
、
審
査
に
よ
り

危
険
度
の
高
い
も
の
を
優
先
し
ま
す
。

・�

平
成
30
年
１
月
31
日
㈬
ま
で
に
解
体
工

事
を
完
了
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

申
請
か
ら
解
体
工
事
着
手
ま
で
の
流
れ

事
前
相
談
・
申
請
受
付

４
月
11
日
㈫
か
ら

環
境
対
策
課
環
境
対
策
係

各
支
所
・
行
政
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

⬇

廃
屋
等
の
状
況
確
認
、
現
地
確
認

⬇

申
請
期
限　

６
月
９
日
㈮

⬇

審
査　

  　
（
６
月
下
旬
予
定
）

⬇

決
定
通
知
（
７
月
上
旬
予
定
）

⬇

交
付
決
定
後
に
解
体
工
事
着
手

老
朽
危
険
廃
屋
対
策
支
援
事
業
に
関
す
る

お
問
い
合
わ
せ　

　

市
役
所
市
民
福
祉
部
環
境
対
策
課

　

環
境
対
策
係　

☎
63
―
３
１
１
３

　

ま
た
は
、
各
支
所
・
行
政
サ
ー
ビ
ス

　

セ
ン
タ
ー

固
定
資
産
税
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ

　

市
役
所
総
務
部
税
務
課

　

固
定
資
産
税
係　

☎
63
―
５
１
１
０
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お
　
知
　
ら
　
せ

平
成
29
年
度 

就
学
援
助
制
度
の
お
知
ら
せ

　

市
で
は
、
経
済
的
理
由
で
義
務
教
育
に

か
か
る
費
用
の
支
払
い
が
困
難
な
家
庭
に
、

学
用
品
費
、
給
食
費
な
ど
の
一
部
を
援
助

す
る
就
学
援
助
制
度
を
設
け
て
い
ま
す
。

　

就
学
援
助
を
必
要
と
す
る
方
は
、
就
学

援
助
申
請
書
を
４
月
28
日
㈮
ま
で
に
学
校

へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
本
制
度
は
、
す
べ
て
の
児
童
生

徒
を
対
象
に
援
助
希
望
の
有
無
を
確
認
し

て
い
ま
す
。
援
助
を
希
望
し
な
い
方
も
申

請
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
期
限
ま

で
に
学
校
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
、
学
校
を
通
じ
て
配
布
す
る

「
平
成
29
年
度
就
学
援
助
制
度
の
お
知
ら

せ
・
就
学
援
助
費
申
請
書
」
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ

　

市
教
育
委
員
会
学
校
教
育
課

　

学
事
指
導
係　

☎
66
―
４
８
９
４

身
体
障
が
い
者
等
に
対
す
る 

軽
自
動
車
税
・
自
動
車
税
を

減
免
し
ま
す

　

障
が
い
者
本
人
ま
た
は
そ
の
家
族
が
障

が
い
者
の
た
め
に
使
用
す
る
車
で
は
、
軽

自
動
車
税
等
が
減
免
さ
れ
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。
軽
自
動
車
・
普
通
自
動
車
の
い
ず

れ
か
１
台
で
、
事
業
用
の
も
の
は
除
き
ま

す
。

対
象
者

　

身
体
障
害
者
手
帳
、
戦
傷
病
者
手
帳
、

療
育
手
帳
、
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳

の
い
ず
れ
か
を
お
持
ち
の
方
で
、
障
が
い

の
程
度
が
一
定
の
範
囲
に
該
当
す
る
方

対
象
車
両

①�

障
が
い
者
が
所
有
し
、
障
が
い
者
本
人

が
運
転
す
る
も
の

②�

18
歳
未
満
の
障
が
い
者
と
生
計
を
と
も

に
す
る
家
族
が
所
有
・
運
転
し
、
障
が

い
者
の
通
院
・
通
学
等
に
使
う
も
の

③�

障
が
い
者
が
所
有
し
、
生
計
を
共
に
す

る
家
族
が
運
転
し
て
障
が
い
者
の
通

院
・
通
所
等
に
使
う
も
の
（
精
神
「
１

級
」・
知
的
障
害
者
「
Ａ
」
の
場
合
は
、

障
が
い
者
所
有
で
な
く
て
よ
い
）

必
要
書
類
な
ど

　

自
動
車
検
査
証
ま
た
は
標
識
交
付
証
明

書
、
運
転
免
許
証
（
運
転
さ
れ
る
方
の
も

の
）、
身
体
障
害
者
手
帳
等
（
原
本
）、
個

人
番
号
カ
ー
ド
ま
た
は
通
知
カ
ー
ド
、
印

鑑
、
納
税
通
知
書
（
軽
自
動
車
の
場
合
）

【�

自
動
車
税
の
減
免
申
請
で
、家
族
が
運
転

す
る
場
合
、さ
ら
に
必
要
と
な
る
書
類
】

・
同
一
生
計
証
明
書

　
（
市
役
所
障
が
い
福
祉
窓
口
で
交
付
）

・
通
院
・
通
学
等
の
証
明
書

　
（
各
病
院
・
学
校
等
で
交
付
）

お
問
い
合
わ
せ
・
提
出
先

　

そ
れ
ぞ
れ
次
の
申
請
期
間
内
に
手
続
き

を
し
て
く
だ
さ
い
。
減
免
を
受
け
た
い
車

の
税
の
種
類
に
よ
っ
て
、
申
請
期
間
と
担

当
窓
口
が
異
な
り
ま
す
。

◆
軽
自
動
車
税

申
請
期
間

　

納
税
通
知
書
を
受
け
取
っ
た
日
か
ら　

５
月
31
日
㈬
ま
で

担
当
窓
口

　

市
役
所
総
務
部
税
務
課　

市
民
税
係

　

☎
63
―
５
１
１
０

　

ま
た
は
、
各
支
所
・
各
行
政
サ
ー
ビ
ス

セ
ン
タ
ー
税
務
窓
口

◆
自
動
車
税

申
請
期
間

　

５
月
31
日
㈬
ま
で

担
当
窓
口

　

県
佐
渡
地
域
振
興
局
県
税
部
収
税
課

　
（
相
川
二
町
目
浜
町
20
番
地
１
）

　

☎
74
―
３
３
１
０

ＩＮＦＯＲＭＡＴＩＯＮ

暮らしの情報

障がいの区分 障がい者本人が
運転する場合

生計を一にする者または常時
介護者が運転する場合

視覚障がい 1〜4級の1項まで
聴覚障がい 2〜3級
平衡機能障がい 3級
音声機能、言語機能、または
そしゃく機能の障がい 3級（喉頭摘出に限る）

上肢不自由 1〜2級の2頁まで

下肢不自由
1〜6級まで（7級
が2以上ある場
合は6級とする）

1〜3級の1頁まで

体幹不自由 1〜3級、5級 1〜3級
乳幼児期以前
の非進行性の
脳病変による
運動機能障がい

上肢
機能

1〜2級（第一種（両上肢）は対象、第二種（一上
肢）は対象外）

移動
機能 1〜6級 1〜3級（第一種（両上肢）は対

象、第二種（一下肢）は対象外）
心臓機能障がい

1級、3級

じん臓機能障がい
呼吸機能障がい
ぼうこうまたは直腸
の機能障がい
小腸機能障がい
ヒト免疫不全ウイルス
による免疫機能障が
い 1〜3級

肝臓の機能障がい
知的障がい ─ 療育手帳の障がい程度「Ａ」

精神障がい ─

精神障害者保健福祉手帳「1級」
（自立支援医療（精神）受給者証
の交付を受けている者に限る。た
だし、所得制限により受給者証が
交付されない場合は、医師の通
院証明書を添付することにより受
給者証に代えることができる）

※障がい等級は、個別等級によります。
※�上記等級の他にも使用目的等の要件があり、該当しない場合は減免
とならない場合もあります。詳しい要件などにつきましては、各担
当窓口までお問い合わせください。
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お
　
知
　
ら
　
せ

社
会
人
一
年
生
激
励
会
を 

　
　
　
　
　
　
開
催
し
ま
す

　

こ
の
春
に
、
高
校
や
大
学
、
専
門
学
校

な
ど
を
卒
業
し
、
晴
れ
て
社
会
人
（
佐
渡

市
内
事
業
所
等
へ
の
正
規
採
用
に
限
る
）

と
な
っ
た
方
々
や
、
Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン
で
市

内
事
業
所
に
就
職
さ
れ
た
方
々
を
対
象
に
、

就
職
を
お
祝
い
す
る
と
と
も
に
、
今
後
の

活
躍
を
応
援
す
る
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
「
社

会
人
一
年
生
激
励
会
」
を
開
催
し
ま
す
。

　

新
社
会
人
同
士
の
顔
合
わ
せ
や
仲
間
づ

く
り
の
場
と
し
て
、
皆
さ
ん
の
参
加
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。
こ
の
機
会
に
、
佐
渡

市
の
同
期
の
輪
を
広
げ
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時　

�

５
月
25
日
㈭	

午
前
10
時
30
分
～
午
後
４
時

会
場　
あ
い
ぽ
ー
と
佐
渡

　
　
　
（
両
津
夷
３
８
４
番
地
11
）

内
容　
講
演
、
新
社
会
人
同
士
の
懇
談
会

な
ど

参
加
料　
無
料

申�

し
込
み　
勤
務
先
に
配
布
済
み
の
申
込

用
紙
に
ご
記
入
の
上
、
勤
務
先
の
事
業

所
を
通
じ
て
５
月
10
日
㈬
ま
で
に
フ
ァ

ク
シ
ミ
リ
な
ど
で
事
務
局
へ
お
届
け
く

だ
さ
い
。

※�

勤
務
先
に
申
込
用
紙
が
配
布
さ
れ
て
い
な
い
場

合
は
、事
務
局
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ

　

佐
渡
市
雇
用
促
進
協
議
会
事
務
局

　

佐
渡
市
連
合
商
工
会（
畑
野
商
工
会
内
）

　

☎
66
―
２
４
５
８

　


66
―
３
４
６
５

両
津
病
院
の
所
有
す
る
土
地
に

保
険
調
剤
薬
局
を
開
設
す
る

事
業
者
を
募
集
し
ま
す

　

病
院
利
用
者
な
ど
の
利
便
性
向
上
を
図

る
た
め
、
両
津
病
院
所
有
の
土
地
に
保
険

調
剤
薬
局
を
開
設
す
る
事
業
者
を
、
プ
ロ

ポ
ー
ザ
ル
方
式
に
よ
り
公
募
し
ま
す
。

対
象
地　
佐
渡
市
浜
田
１
７
９
番
地
３

　
　
　
　

面
積　

２
６
４
㎡
（
登
記
）

参
加
申
込
期
限

　

４
月
28
日
㈮　

午
後
５
時

提
案
書
提
出
期
限

　

５
月
19
日
㈮　

午
後
５
時

ヒ
ア
リ
ン
グ
（
提
案
説
明
会
）

　

５
月
29
日
㈪　

※�

申
込
方
法
や
期
限
、物
件
の
詳
細
、必
要
な
様

式
な
ど
に
つ
い
て
は
、実
施
要
領
を
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

実
施
要
領
配
布
・
募
集
受
付
窓
口

　

市
立
両
津
病
院
管
理
部
管
理
課

　

実
施
要
領
は
両
津
病
院
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ

　

市
立
両
津
病
院
管
理
部
管
理
課　

　

☎
23
―
５
１
１
１

佐
渡
市
障
が
い
者
基
幹 

　
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
を 

　
　
　
　
　
開
設
し
ま
し
た

　

４
月
か
ら
市
の
障
が
い
者
相
談
支
援

の
中
核
的
な
役
割
を
担
う
機
関
と
し
て

「
佐
渡
市
障
が
い
者
基
幹
相
談
支
援
セ
ン

タ
ー
」
を
開
設
し
ま
し
た
。

　

障
が
い
者
基
幹
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
で

は
、
障
が
い
者
手
帳
の
有
無
に
か
か
わ
ら

ず
、
障
が
い
の
あ
る
方
や
そ
の
ご
家
族
な

ど
か
ら
の
ご
相
談
を
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
受

け
付
け
て
い
ま
す
。
相
談
内
容
に
合
わ
せ

た
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
の
で
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※
相
談
に
か
か
る
費
用
は
無
料
で
す
。

開
設
場
所

　

市
役
所
市
民
福
祉
部
社
会
福
祉
課

　

障
が
い
福
祉
係
内

相
談
時
間　
月
曜
日
～
金
曜
日

　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
30
分

　
（
祝
日
、
年
末
年
始
を
除
く
）

主
な
業
務
内
容

○
総
合
相
談
・
専
門
相
談

○
地
域
の
相
談
支
援
体
制
の
強
化

○
地
域
移
行
・
地
域
定
着
の
取
組

○
権
利
擁
護
・
虐
待
防
止
の
取
組

お
問
い
合
わ
せ

　

市
役
所
市
民
福
祉
部
社
会
福
祉
課

　

障
が
い
福
祉
係
内

　

�

佐
渡
市
障
が
い
者
基
幹
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

　

☎
63
―
３
１
２
７

　


63
―
５
１
２
１

施
設
の
名
称
が 

「
あ
い
か
わ
希
望
の
家
」か
ら「
愛

ら
ん
ど
相
川
」に
変
わ
り
ま
し
た

　

こ
の
た
び
、「
特
定
非
営
利
活
動
法
人

佐
渡
・
島
福
祉
サ
ポ
ー
ト
21
（
あ
い
か
わ

希
望
の
家
）」
は
解
散
し
、「
社
会
福
祉
法

人
し
あ
わ
せ
福
祉
会
」
が
そ
の
活
動
を
引

き
継
ぎ
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
４
月
か
ら
施
設
の
名
称

が
「
あ
い
か
わ
希
望
の
家
」
か
ら
「
愛
ら

ん
ど
相
川
」
に
変
わ
り
ま
し
た
。
こ
れ
ま

で
以
上
に
障
が
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
充
実

に
努
め
て
い
き
ま
す
の
で
、
こ
れ
か
ら
も

皆
さ
ま
の
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ

　

障
が
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
所　

　

愛
ら
ん
ど
相
川

　

☎
74
―
０
６
９
６
（
Ｆ
ａ
ｘ
共
通
）

相
川
病
院
の
外
来
診
療
受
付

時
間
を
変
更
し
ま
し
た

　

４
月
か
ら
、
午
前
の
外
来
診
療
受
付
時

間
を
変
更
し
て
い
ま
す
。

４
月
か
ら
の
受
付
時
間

　

午
前
８
時
30
分
～
11
時

　

午
後
１
時
～
４
時

※
急
患
に
つ
い
て
は
、常
時
対
応
し
ま
す
。

※
午
後
の
受
付
時
間
は
変
更
あ
り
ま
せ
ん
。

お
問
い
合
わ
せ

　

市
立
相
川
病
院
管
理
部
管
理
課

　

☎
74
―
３
１
２
１
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公営住宅の入居者を募集します
お問い合わせ　市役所建設部建設課　住宅・都市計画係　☎０２５９‐６３‐５１１８

　入居申し込みには、共通の申込資格ＡからＣに加え、希望する住宅の特定の申込資格が必要です。
【共通の申込資格】
Ａ　市内に住所または勤務先があるか、住所を移そうとしていること
Ｂ　公租公課（市税など）を滞納しておらず、現に住宅に困窮していること
Ｃ　申込者（同居する親族を含む）が暴力団員でないこと

【特定の申込資格】
①　同居する親族（婚約者を含む）がいること
②　�収入月額が158,000円（高齢者世帯、障がい者のいる世帯、
小学校就学前のお子さまがいる世帯などは214,000円）以
下であること

③　収入月額が158,000円以上487,000円以下であること

＜公募する公営住宅一覧＞

地区 住宅名称（所在階） 公募
戸数

特定
資格

一人
世帯

建設
年度 構造区分 間取 月額家賃 ( 円 )

両津
原黒住宅１ １ ①② - H5 木造２階共同建て 2LDK 21,500 ～ 42,200

原黒住宅３ 2 ①② - H11 木造２階共同建て 3DK 23,100 ～ 45,400

金井 木戸沢第３住宅（１、２階） ３ ①③ - H9 木造２階共同建て 3DK 53,000【定額】

畑野 野高屋住宅団地（２） １ ② ○ H21 木造平屋長屋建て 3K 18,800 ～ 36,900

赤泊 小熊住宅 １ ③ ○ H17 木造２階長屋建て 1LDK 33,000【定額】

■申込書類	 住宅入居申込書と必要書類（住民票の写しなど）を提出してください。
■申 込 先 	 市役所建設部建設課住宅・都市計画係　または各支所・行政サービスセンター住宅担当窓口
■申込期限	 ４月 28 日㈮　午後５時
■入居予定	 ５月下旬（申込者多数の場合、抽選となり、期間が延びる場合があります）
■注意事項	 ◆連帯保証人の届出：市内在住親族２人（県営住宅は１人）
	 ◆敷金の納入：家賃の 3カ月分

収入月額 ＝  （合計所得額－各種控除額）	 １２

心配ごと相談日（4/15～5/15）
　生活のさまざまな心配ごとや困りごとを
気軽に相談できる窓口を開催しています。
　お住まいの地区以外での相談もできます
ので、ぜひご利用ください。
　相談は無料、予約は不要です。直接、開催
日にお越しください。秘密は守られます。
事業に関するお問い合わせ
　佐渡市社会福祉協議会
　☎８１－１１５５
※�こちらの電話ではご相談は受け付けていません。
相談を希望される方は、直接会場にお越しくださ
い。

地区 相談日 時間 会場

両 津
4月23日㈰

13:00～16:00 両津福祉センター
しゃくなげ5月  7日㈰

相 川 5月10日㈬ 9:00～12:00 あいかわ開発総合
センター

佐和田 4月27日㈭ 9:00～12:00 佐渡中央会館

金 井 5月10日㈬ 13:00～16:00 金井コミュニティ
センター

小 木 4月19日㈬ 13:30～16:30 小木多目的集会施設
（あゆす会館）

市報さど　平成29年4月号



生活情報
　　さど

　

ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
制
度
は
、消
費
者
が

自
宅
等
で
不
意
の
訪
問
を
受
け
て
勧
誘
さ

れ
る
場
合
で
、自
ら
の
意
思
が
は
っ
き
り
し

な
い
ま
ま
に
契
約
申
し
込
み
の
締
結
を
し

て
し
ま
う
こ
と
が
あ
る
た
め
、消
費
者
が
冷

静
に
な
っ
て
再
考
す
る
機
会
を
与
え
る
た

め
に
導
入
さ
れ
た
制
度
で
す
。　

　

ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
が
で
き
る
取
引
は
、

法
律
や
約
款
な
ど
に
定
め
が
あ
る
場
合
に

限
り
ま
す
。そ
の
法
律
に
定
め
ら
れ
た
期
間

内
で
あ
れ
ば
、消
費
者
は
一
切
の
損
害
賠
償

ま
た
は
違
約
金
の
請
求
を
受
け
る
こ
と
な

く
、申
し
込
み
の
撤
回
や
契
約
の
解
除
を

行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

【�

訪
問
販
売
に
お
け
る�

ク
ー
リ
ン
グ・オ
フ
の
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
】

 

契
約
し
た
場
所
は
ど
こ
で
す
か

　

店
舗
・
営
業
所
等
以
外
の
場
所（
自
宅
、

喫
茶
店
、路
上
な
ど
）で
の
契
約
が
対
象
。

※�

集
会
場
な
ど
で
２
日
以
上
に
渡
っ
て
展
示
販
売

を
し
て
い
る
場
合
は
、ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
は
で

き
ま
せ
ん
。

 
購
入
し
た
商
品・サ
ー
ビ
ス
は
何
で
す
か

　

原
則
す
べ
て
の
商
品
・
役
務（
サ
ー
ビ
ス
）

が
対
象
。

 

総
額
い
く
ら
で
購
入
し
ま
し
た
か

　

３
，０
０
０
円
未
満
の
現
金
取
引
は
、

ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
で
き
ま
せ
ん
。

 �

契
約
書
面
を
受
け
取
っ
た
日
を
含
め

て
８
日
以
内
で
す
か

　

受
け
取
っ
た
日
を
含
め
て
８
日
以
内
で

あ
れ
ば
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
で
き
ま
す
。　

 

営
業
目
的
の
た
め
の
契
約
は
ダ
メ
で
す

　

消
費
者
保
護
の
制
度
な
の
で
、購
入
者

が
営
業
の
た
め
に
契
約
し
た
と
き
は
、ク
ー

リ
ン
グ
・
オ
フ
は
で
き
ま
せ
ん
。

 

ク
ー
リ
ン
グ・オ
フ
は
必
ず
書
面
で

　

手
続
き
は
必
ず
書
面
で
通
知
し
ま
す
。

通
知
先
は
販
売
会
社
で
す
が
、
ク
レ
ジ
ッ

ト
契
約
を
利
用
し
た
場
合
は
、
必
ず
販
売

会
社
と
ク
レ
ジ
ッ
ト
会
社
の
双
方
同
時
に

通
知
し
ま
す
。
例
え
ば
、
ハ
ガ
キ
に
書
い

て
「
特
定
記
録
郵
便
」
ま
た
は
「
簡
易
書

留
」
扱
い
な
ど
で
送
付
し
ま
す
。
証
拠
と

し
て
、
「
ハ
ガ
キ
の
両
面
コ
ピ
ー
」
を

取
っ
て
郵
便
局
の
受
領
書
と
と
も
に
保
管

し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

※
関
係
書
類
は
５
年
間
保
管
し
ま
す
。

ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
制
度
と
は
？

　
～
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
を
整
理
し
よ
う
～

　

加
茂
小
学
校
は
、
学
年
同
士
の
横
の
つ

な
が
り
と
異
学
年
間
の
縦
の
つ
な
が
り
を

大
切
に
し
た
活
動
に
よ
り
、
人
間
関
係
づ

く
り
の
力
を
育
ん
で
い
ま
す
。
昨
年
度

行
っ
た
活
動
を
い
く
つ
か
紹
介
し
ま
す
。

キ
ラ
キ
ラ
班
七
夕
飾
り
作
り

　

７
月
の
い
じ
め
見

逃
し
ゼ
ロ
集
会
で
、

「
い
じ
め
の
な
い
、

よ
り
よ
い
学
校
」
に

す
る
た
め
の
思
い
を

短
冊
に
書
き
、
キ
ラ

キ
ラ
班
（
縦
割
り

班
）
で
飾
り
作
り
を

し
ま
し
た
。
１
学
期

の
終
わ
り
ま
で
児
童

玄
関
に
飾
り
、
思
い

を
共
有
し
ま
し
た
。

キ
ラ
キ
ラ
班
登
山

　

９
月
、
校
区
の
ド
ン
デ
ン
山
登
山
を
行

い
ま
し
た
。
学
校
か
ら
バ
ス
に
乗
る
と
き

か
ら
、
キ
ラ
キ
ラ
班
で
行
動
し
ま
し
た
。

　

班
ご
と
に
昼
食
を

食
べ
た
後
、
オ
リ
エ

ン
テ
ー
リ
ン
グ
を
行

い
ま
し
た
。
歩
い
て

い
る
と
き
は
、
上
学

年
の
子
ど
も
が
下
級

生
の
荷
物
を
持
っ
て

あ
げ
た
り
、
手
を
引
い
て
あ
げ
た
り
と
相

手
を
思
い
や
る
様
子
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

い
じ
め
見
逃
し
ゼ
ロ
集
会

　

11
月
に
２
回
目
の

い
じ
め
見
逃
し
ゼ
ロ

集
会
を
行
い
ま
し
た
。

学
年
ご
と
に
寸
劇
や

ダ
ン
ス
な
ど
で
、
い

じ
め
防
止
に
向
け
て

取
り
組
ん
で
き
た
こ

と
や
頑
張
っ
て
い
る

こ
と
を
発
表
し
ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
に
、
「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
い
じ
め
を
考

え
る
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
に
参
加
し
、
全
員

が
書
い
た
行
動
宣
言
を
文
化
祭
で
掲
示
し

ま
し
た
。

　

友
達
の
よ
い
と
こ

ろ
を
カ
ー
ド
に
書
い

て
貼
る
「
キ
ラ
キ
ラ

の
木
」
、
放
送
で
紹

介
す
る
「
い
い
と
こ

ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
」
な

ど
、
日
ご
ろ
の
善
行

を
広
め
る
活
動
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
学
期
に
数
回
、
昼
休
み
に
キ
ラ

キ
ラ
班
で
、
自
分
た
ち
で
決
め
た
遊
び
を

行
う
「
キ
ラ
キ
ラ
タ
イ
ム
」
も
行
っ
て
い

ま
す
。

　

キ
ラ
キ
ラ
班
の
活
動
は
、
今
年
度
で
３

年
目
。
横
の
つ
な
が
り
だ
け
で
な
く
、
縦

の
つ
な
が
り
も
広
ま
っ
て
き
て
い
ま
す
。

◆
市
教
育
委
員
会
学
校
教
育
課

　

（
畑
野
行
政
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
内
）

　

☎
66
―
４
８
９
８

今 
が
ん
ば
っ
て
ま
す

　
　
　
佐
渡
市
立
加
茂
小
学
校

お
問
い
合
わ
せ

　

佐
渡
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　
（
佐
和
田
行
政
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
内
）

　
（
平
日
）
午
前
９
時
～
午
後
４
時

　

☎
57
―
８
１
４
３

消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

　
☎
１イ

ヤ

ヤ
８
８
（
嫌
や
！
泣
き
寝
入
り
）
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ジ
オ
パ
ー
ク
、
推
進
日
記
　
�

■�

放
鳥
ト
キ
候
補
の
訓
練
が�

　
　
　
　
　
　
始
ま
り
ま
し
た

　

次
回
放
鳥
さ
れ
る
ト
キ
の
候
補
18
羽

（
オ
ス
８
羽
、
メ
ス
10
羽
）
が
３
月
３
日

か
ら
ト
キ
野
生
復
帰
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
訓

練
を
始
め
ま
し
た
。

　

ト
キ
た
ち
は
こ
こ
で
、
飛
ぶ
こ
と
や
エ

サ
を
探
す
な
ど
の
自
然
の
中
で
生
き
て
い

く
た
め
に
必
要
な
能
力
を
養
い
ま
す
。
昨

年
ト
キ
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
で
生
ま
れ
た

「
み
か
ん
（
№
２
８
７
）」
も
放
鳥
候
補
の

１
羽
と
し
て
訓
練
し
て
い
ま
す
。
訓
練
中

の
ト
キ
の
様
子
は
、
野
生
復
帰
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
観
察
棟
か
ら
モ
ニ
タ
ー
を
通
し
て

ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

　

次
回
放
鳥
は
６
月
上
旬
に
行
わ
れ
る
予

定
で
す
。

■
ご
寄
付
あ
り
が
と
う�

　
　
　
　
　
ご
ざ
い
ま
し
た

　

㈱
米
寅
様
（
静
岡
県
浜
松
市
）、
合
同

会
社
ひ
と
と
き
様
（
佐
渡
市
）
か
ら
ご
寄

付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

い
た
だ
い
た
ご
芳
志
は
、
ト
キ
の
野
生

復
帰
や
生
息
環
境
の
整
備
に
使
わ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

６
月
頃
ま
で
の
繁
殖
期
は
ト
キ
が
最
も

敏
感
に
な
る
季
節
で
す
。
人
が
巣
に
近
づ

く
と
、
ト
キ
が
巣
を
放
棄
し
て
し
ま
っ
た

り
、
一
時
的
に
巣
か
ら
離
れ
た
隙
に
カ
ラ

ス
な
ど
の
天
敵
に
卵
を
奪
わ
れ
て
し
ま
う

恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

　

今
年
も
無
事
に
ヒ
ナ
が
巣
立
つ
こ
と
を

願
っ
て
、
営
巣
地
へ
の
接
近
な
ど
は
控
え
る

よ
う
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
市
役
所
産
業
観
光
部
農
業
政
策
課

　

ト
キ
保
護
係
（
ト
キ
交
流
会
館
内
）

　

☎
24
―
６
０
４
０

『
漁
師
は
、
ど
こ
を
見
て
漁
を
す
る
!?
』

　

今
年
１
月
に
開
催
さ
れ
た
「
佐
渡
ジ
オ

パ
ー
ク
ガ
イ
ド
協
会
」
の
総
会
で
、
新
潟

大
学
の
池
田
哲
夫
名
誉
教
授
の
講
演
会
が

開
催
さ
れ
、
テ
ー
マ
は
「
渚
か
ら
探
る
漁ぎ
ょ

撈ろ
う

民
俗
」
で
し
た
。

　

池
田
教
授
は
、
佐
渡
で
使
わ
れ
て
い
る

和
船
や
た
ら
い
舟
か
ら
見
え
る
地
域
の
文

化
、
佐
渡
式
イ
カ
釣
具
の
国
内
分
布
か
ら

見
え
て
く
る
技
術
の
伝
播
な
ど
、
長
年
、

佐
渡
の
漁
業
を
民
俗
学
の
見
地
か
ら
調
査

研
究
し
て
こ
ら
れ
た
話
題
が
多
く
、
会
員

は
興
味
深
く
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　

そ
の
中
で
、
江
戸
時
代
、
石
見
の
漁
師

に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
漁
法
の
１
つ
、

ス
ケ
ソ
ウ
ダ
ラ
の
漁
法
は
ジ
オ
パ
ー
ク
の

視
点
か
ら
見
て
も
関
係
性
の
あ
る
話
で
す
。

ス
ケ
ソ
ウ
ダ
ラ
は
水
温
２
～
５
℃
の
海
域

に
多
く
、
水
深
２
０
０
ｍ
付
近
で
生
息
す

る
深
海
魚
で
す
。
こ
の
ス
ケ
ソ
ウ
ダ
ラ
の

漁
場
の
１
つ
で
あ
る
両
津
湾
周
辺
は
、
水

深
２
０
０
ｍ
の
海
底
の
範
囲
が
狭
く
、
ピ

ン
ポ
イ
ン
ト
で
網
を
張
る
こ
と
が
求
め
ら

れ
ま
す
。
上
手
く
張
れ
な
け
れ
ば
、
漁
が

少
な
い
だ
け
で
は
な
く
、
海
底
の
岩
場
に

網
を
引
っ
掛
け
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
り
ま

す
。

　

海
面
か
ら
海
底
地
形
を
う
か
が
う
こ
と

は
で
き
な
い
た
め
、
漁
師
た
ち
は
、
地
上

の
地
形
か
ら
海
底
地
形
を
想
像
し
て
網
を

降
ろ
し
て
い
ま
し
た
。
目
印
と
な
る
山
な

ど
２
つ
の
地
点
を
定
め
て
割
り
出
す
「
山

あ
て
」
と
呼
ば
れ
る
伝
統
的
な
方
法
で
、

ス
ケ
ソ
ウ
ダ
ラ
の
漁
場
を
見
極
め
て
い
た

そ
う
で
す
。

　

漁
業
は
、
海
底
地
形
だ
け
で
は
な
く
、

地
上
の
地
形
と
の
関
連
性
も
あ
る
よ
う
で

す
。

ト
キ 

野
生
復
帰
に
む
け
て
149

両津郷土博物館に展示してあるスケソウダラの延縄漁の様子

ケージに放されるトキ（写真提供：環境省）

繁殖期のトキに
ついて

サドッキー

◆
市
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課

　

ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
室

（
畑
野
行
政
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
内
）

　

☎
66
―
４
１
６
０
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田
中
清
六
の
渡
海
ま
で

　

田
中
清
六
は
、豊
臣
秀
吉
の
甥
で
あ
る

関
白
秀
次
の
御お

咄
は
な
し

衆し
ゅ
うと
し
て
仕
え
、諸
国

の
動
静
や
政
治
・
軍
事
の
相
談
役
と
な
り
、

知
行
２
０
０
石
を
賜
っ
て
い
ま
し
た
。文
禄

４（
１
５
９
５
）年
７
月
、秀
次
が
高
野
山

で
自
害
す
る
と
、御
咄
衆
の
多
く
は
処
刑

や
流
罪
と
な
り
ま
す
が
、清
六
は
秀
吉
に

よ
っ
て「
知
行
は
そ
の
ま
ま
遣
わ
す
べ
く
」と

さ
れ
、所
領
は
安
堵（
保
証
）さ
れ
て
い
ま
し

た
。こ
の
こ
と
を
み
て
も
、秀
吉
か
ら
信
頼

さ
れ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。し
か

し
、清
六
は
こ
れ
を
辞
退
し
ま
す
。

　

そ
し
て
、慶
長
３（
１
５
９
８
）年
９
月

秀
吉
が
没
す
る
と
、清
六
は
上
杉
景
勝
の

動
静
を
徳
川
家
康
に
逐
次
知
ら
せ
、会
津

周
辺
の
諸
侯
に
は
家
康
の
意
向
を
伝
え
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

慶
長
５（
１
６
０
０
）年
７
月
、景
勝
討

伐
の
た
め
会
津
に
出
陣
し
て
い
た
家
康
が
、

石
田
三
成
挙
兵
の
報
に
急
遽
反
転
攻
勢
で

き
た
の
は
、清
六
が
前
も
っ
て
山
形
城
主
最

上
義
光
を
先
鋒
と
し
、南
部
・
秋
田
・
戸
沢

氏
な
ど
諸
侯
が
会
津
へ
攻
め
入
る
よ
う
準

備
を
と
と
の
え
た
た
め
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

清
六
は
、家
康
の
書
状
に「
関
ケ
原
の
陣

立
の
談
合
の
使
、常
秀（
田
中
清
六
）に
て
候

こ
と
」と
あ
る
よ
う
に
、合
戦
勝
利
に
重
要

な
役
割
を
果
た
し
て
い
た
よ
う
で
す
。

　

こ
の
論
功
で
家
康
は
清
六
に
、「
庄
内
に

て
三
万
石
成
と
も
、佐
渡
に
て
五
千
石
成

と
も
望
み
次
第
」、ど
ち
ら
か
を
選
ぶ
よ
う

に
言
い
ま
し
た
。す
る
と
清
六
は
、「
庄
内

三
万
石
よ
り
佐
渡
五
千
石
は
過
分
に
ま
さ

り
候
」と
、佐
渡
を
選
び
ま
し
た
。

　
『
田
中
宗
親
書
上
』に
よ
れ
ば
、清
六
は
、

「
海
荒
れ
申
し
候
に
付
き
…
、船
は
破
れ

次
第
申
し
候
ひ
て
渡
り
申
し
候
」と
、こ
の

年
初
冬
に
佐
渡
へ
渡
っ
て
き
ま
し
た
。

世
界
遺
産
登
録
に
向
け
て

市報さど　平成29年4月号23

田中清六が陣屋を構えたとされる
沢根の鶴子集落遠景

◆
市
役
所
産
業
観
光
部
世
界
遺
産
推
進
課

　

☎
63
―
５
１
３
６

地
域
お
こ
し
協
力
隊
　
退
任
の
ご
あ
い
さ
つ

「
佐
渡
島
で
の
時
間
は 

　
　
　
　
　
　
一
生
の
財
産
」

市
報
さ
ど
が
届
け
ら
れ
る
頃
に
は
、
佐

渡
を
離
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

佐
渡
の
風
土
や
文
化
、
人
柄
な
ど
に
魅

了
さ
れ
、
こ
の
地
に
住
み
た
い
一
心
で
協

力
隊
に
応
募
し
、
一
昨
年
の
11
月
に
着
任
。

昨
年
４
月
か
ら
は
妻
と
長
女
も
越
し
て
来

て
、
家
族
３
人
で
暮
ら
し
て
い
ま
し
た
。

任
期
は
最
長
３
年
あ
り
ま
す
が
、
任
期
後

の
仕
事
や
家
族
の
こ
と
を
考
え
た
末
、
任

期
途
中
の
３
月
末
で
退
任
し
ま
す
。

私
の
担
当
は
相
川
商
店
街
で
し
た
。
着

任
当
初
、
あ
る
方
か
ら
「
商
店
街
の
活
性

化
は
難
し
い
か
ら
、
気
楽
に
取
り
組
ん

で
」
と
言
わ
れ
ま
し
た
。
過
去
に
店
舗
運

営
に
携
わ
っ
た
経
験
は
あ
り
ま
し
た
が
、

与
え
ら
れ
た
任
務
は
素
人
同
然
な
の
で
、

厳
し
さ
は
覚
悟
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
た

め
、
肩
の
力
を
抜
か
せ
よ
う
と
し
て
く
れ

た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
担
当
地
域
の

た
め
に
力
を
尽
く
そ
う
と
意
気
込
ん
で
来

た
出
鼻
を
く
じ
か
れ
た
の
は
確
か
で
す
。

そ
れ
で
も
、
観
光
客
に
商
店
街
へ
足
を

運
ん
で
も
ら
お
う
と
飲
食
店
の
方
に
佐
渡

金
銀
山
に
ち
な
ん
だ
メ
ニ
ュ
ー
を
作
っ
て

い
た
だ
い
た
り
、
次
世
代
リ
ー
ダ
ー
の
育

成
を
目
指
し
て
商
店
主
の
方
ら
と
勉
強
会

を
開
催
し
た
り
と
、
い
ろ
い
ろ
な
方
の
協

力
を
得
て
活
動
を
展
開
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
ま
だ
緒
に
就
い
た
ば
か
り
の
も

の
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
道
半
ば
で

佐
渡
に
背
を
向
け
る
こ
と
に
対
し
て
と
て

も
心
苦
し
い
気
持
ち
が
あ
り
ま
す
。

各
隊
員
に
は
任
期
後
の
定
住
が
期
待
さ

れ
て
い
る
た
め
、
結
果
的
に
私
は
期
待
に

沿
う
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か

し
、
私
に
と
っ
て
佐
渡
で
の
生
活
は
、
酸

い
も
甘
い
も
あ
り
ま
し
た
が
、
掛
け
替
え

の
な
い
時
間
で
し
た
。
地
域
の
た
め
に
何

が
で
き
る
か
、
何
を
し
な
け
れ
ば
い
け
な

い
か
を
考
え
、
行
動
す
る
中
で
た
く
さ
ん

の
こ
と
に
気
づ
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
の
糧
と
縁
は
、
佐
渡
金
銀
山
に
も
劣
ら

な
い
財
産
と
な
り
、
海
を
渡
ら
な
い
限
り
、

得
ら
れ
な
か
っ
た
も
の
で
す
。
こ
の
島
で

出
会
え
た
す
べ
て
の
方
に
こ
の
場
を
お
借

り
し
て
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

◆
市
役
所
産
業
観
光
部
地
域
振
興
課

　

地
域
振
興
係　

☎
63
―
４
１
５
２

相川中心商店街担当

太
おお

粟
あわ

崇
たか

文
ふみ

さん
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第
６
回
両
津
地
区
カ
ラ
オ
ケ
大
会

　

２
月
12
日
㈰
、
両
津
文
化
会
館
を
会
場

に
「
第
６
回
両
津
地
区
カ
ラ
オ
ケ
大
会
」

を
開
催
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
分
館
や
職
場
、
仲
間
か
ら
の

推
薦
で
21
組
25
人
の
出
場
者
が
大
き
な
ス

テ
ー
ジ
で
熱
唱
し
、
中
に
は
趣
向
を
凝
ら

し
た
応
援
団
も
登
場
し
、
大
い
に
会
場
を

沸
か
せ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、

悪
天
候
に
も

関
わ
ら
ず

７
５
０
人
を

超
え
る
皆
さ

ま
が
来
場
さ

れ
、
活
気
あ

る
ひ
と
時
を

過
ご
し
ま
し

た
。

さ
わ
た
芸
能
祭
（
佐
和
田
地
区
）

　

２
月
19
日
㈰
、
ア
ミ
ュ
ー
ズ
メ
ン
ト
佐

渡
大
ホ
ー
ル
を
会
場
に
「
さ
わ
た
芸
能

祭
」
を
、
多
く
の
方
々
の
ご
協
力
に
よ
っ

て
開
催
し
ま
し
た
。

　

さ
わ
た
芸
能
祭
実
行
委
員
会
で
は
、

「
佐
渡
随
一
の
舞
台
で
、
佐
渡
随
一
の
芸

能
祭
を
！
」
目
標
に
、
さ
ら
に
発
展
す
る

よ
う
準
備
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
当
日
は
、

文
弥
人
形
・
太
極
拳
・
フ
ラ
ダ
ン
ス
な
ど

の
23
組
が
日
ご
ろ
の
練
習
の
成
果
を
約
千

人
の
観
客
の
皆
さ
ま
に
発
表
し
ま
し
た
。

　

運
営
で
は
、
佐
和
田
地
区
分
館
連
絡
協

議
会
の
皆
さ
ん
を
は
じ
め
、
多
く
の
方
々

か
ら
お
手
伝
い
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

生涯学習
だより
市教育委員会社会教育課
（畑野行政サービスセンター内）
☎６６－４１６０

佐渡市立中央図書館　☎ 63-2800

図書館だより
BOOK

こどもの読書週間
「小さな本の大きなせかい」　
４月23日㈰～５月12日㈮
　読書週間に合わせて各図書館でさまざまな

催しものを開催します。（どんな催しがあるかは楽しみにして
いてください。）
　また、この期間、小学生以下を対象
に実施しているお楽しみイベント「わ
くわくシールブック」は、各図書館共
通で「わくわくシール倍増週間」を実
施します。通常２点の図書を借りると
シール１枚のところ、図書１点でシールが１枚もらえます。
　たくさんのシールを集めると賞状をお渡ししていますので、
この機会に多くの本と親しんでください。

「本とあそぼう　全国訪問おはなし隊」が 
　　　　　　　　　　　　　　やってくる！
　キャラバンカーにたくさんの絵本を載せて、全国 47都
道府県におはなしを届ける「本とあそぼう　全国訪問お
はなし隊」は、1999 年７月にスタートしました。
　今年の５月にはキャラバンカーが佐渡にやってきます。
おはなし隊の隊長さんの絵本や紙芝居、キャラバンカー
の見学などわくわく楽しいイベントです。

カラオケ大賞を受賞された
中川　順一郎　さん

決めのポーズも息ぴったりで艶やかに

 資料紹介 
「宮本常一写真で読む佐渡　１マスツーリズム」
　門田岳久ほか 編 
　�生活文化研究フォーラム佐渡
　民俗学者・宮本常一
（1907 ～ 1981） が 撮り
ためた写真をもとに、2016
年に学生や研究者が佐渡
を訪れ、聞き取りデータな
どをもとに各調査者がテー
マに沿って考察を進めた宮
本写真プロジェクトの成果
報告書。

「キャラバンカー」５月の日程および会場
　13日㈯午後  ３時～	 小木図書館
　14日㈰午前 10時 30分～	 さわた図書館
　14日㈰午後 ２時 30分～	 両津図書館
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首都圏情報コーナー

司
法
書
士
に
よ
る
無
料
法
律
相
談

★
面
談
方
式　
事
前
に
ご
予
約
く
だ
さ
い

日
時　
4
月
24
日
㈪
～
28
日
㈮ 

午
後
１
時
～
５
時

場
所　
市
内
の
各
司
法
書
士
事
務
所

・�

土
地
や
建
物
の
売
買
、
贈
与
、
相
続
、
担
保
権
の
設
定
等
の
手

続
き

・
会
社
・
法
人
の
設
立
、
変
更
等
の
登
記

・
金
銭
の
貸
し
借
り
、
借
地
・
借
家
等
の
ト
ラ
ブ
ル
の
申
し
立
て

・�

多
重
債
務
者
の
調
停
、
訴
訟
、
自
己
破
産
等
に
よ
る
救
済
の
申

し
立
て

・
訪
問
販
売
の
解
約
、
保
証
人
、
隣
地
間
の
も
め
事
等
の
手
続
き

・�

家
庭
内
の
人
間
関
係
と
結
婚
、離
婚
、内
縁
等
の
問
題
の
手
続
き

・
遺
言
の
方
法
と
相
続
手
続
き

・�

高
齢
者
の
今
後
の
財
産
管
理
等
（
生
前
贈
与
・
遺
言
・
負
担
付
遺

贈
・
死
因
贈
与
・
信
託
・
財
産
管
理
委
任
契
約
等
の
手
続
き
）

　

そ
の
他
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ　
司
法
書
士
会
佐
渡
支
部

　

☎
51
―
４
０
７
７
（�

４
月
17
日
以
降
の　	

平
日
・
午
前
９
時
～
午
後
５
時
）

土
地
・
建
物
の
登
記
無
料
相
談

★
面
談
方
式　
事
前
に
ご
予
約
く
だ
さ
い

日
時　
4
月
24
日
㈪
～
28
日
㈮ 

午
後
１
時
～
５
時

場
所　
市
内
各
土
地
家
屋
調
査
士
事
務
所

・
土
地
の
境
界
が
わ
か
ら
な
い

・
宅
地
だ
が
、
登
記
の
地
目
は
農
地
と
な
っ
て
い
る

・�

固
定
資
産
税
は
納
め
て
い
る
が
建
物
の
登
記
が
さ
れ
て
い
な
い

よ
う
だ

・
増
改
築
し
て
い
る
が
建
物
登
記
を
変
更
し
て
い
な
い
よ
う
だ

　

何
で
も
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ　
土
地
家
屋
調
査
士
会
佐
渡
支
部

　

☎
57
―
４
３
６
６
（
平
日
・
午
前
９
時
～
午
後
５
時
）

　当市にご寄付をいただきお礼申し上げ
ます。

○現金　５万円
　福祉の向上のため
　佐渡民踊舞踊連盟理事長
　小間　惟司　様　（原黒）

中国語講座(会話編)を 
開催します

　市国際交流員による中国語講座(会
話編)を開催します。佐渡を訪れる中国
からの観光客に中国語を使って佐渡の
魅力を伝える方法や、中国の文化・習慣
についても紹介します。中国を知るきっ
かけとしてもぜひ、ご参加ください。
日時	 初回５月12日㈮	
	 午後６時30分～８時	
	 ※全５回、以降毎週金曜開催予定。
講師	 寧　顕剛（ネイ　ケンゴウ）
申込方法
　第１回のみ４月28日㈮まで、それ以降
は随時申し込みください。
会場　　金井コミュニティーセンター
参加費　無料
お問い合わせ・お申し込み�
　市役所産業観光部観光振興課　　
　観光振興係　☎６７－７９４４

寄付のお礼

第17回首都圏佐渡連合会総会が 
　　　　　　　　　開催されました

　２月５日㈰、飯田橋のホテル
において、首都圏佐渡連合会の
総会・懇親会が盛大に開催され、
185人が参加しました。
　首都圏佐渡連合会の坂田会長の
あいさつで開会し、その後、新潟
県の寺田副知事、佐渡市の三浦市
長、東京新潟県人会の春日副会長

からご祝辞を頂きました。共通する話題は、佐渡の世界遺産
登録への国内推薦の獲得に向け、３度目の挑戦となる今年こ
そ実現するために、一体感を持って頑張ろうと参加者への協
力依頼がありました。
　第１部総会では、事業等の報告の後、坂田会長の３期目の
続投（期間２年）が議決されました。
　第２部は、旧佐和田町出身で西日本高速道路㈱社長の石
塚由成様の特別講演がありました。河原田の今昔風景や佐
渡時代の想い出から、住友金属工業㈱（現新日鐵住金）、㈱
SUMCO勤務時代、そして西日本高速道路㈱の業務内容の紹
介まで多岐にわたり、写真や動画で、日本の産業の基盤であ
る金属と道路網に関する大変興味深いご講演を頂きました。
　第３部の懇親会では、朱鷺謡の会による羽衣の連吟、佐渡
を世界遺産にする首都圏の会による金の積荷のパフォーマン
ス、両津出身者による湊木遣り、芸妓組踊り、若波会などに
よる佐渡民謡などが披露され、盛り上がりました。

（文責：佐渡市東京事務所　小路　徹）

西日本高速道路㈱石塚社長  
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＊ 戸 籍 の 窓 ＊ 2/17～ 3/17届出

う ぶ ご え
地 区 名  大 字 名  氏 　 　 名  保護者 たんじょう日

両　津 住吉 石　川　美　枝 98 2.17
　〃 城腰 奥　林　タ　マ 94 2.17
　〃 歌見 田　中　雅　昭 82 2.20
　〃 両津湊 丹　波　　　郎 92 2.21
　〃 梅津 吉　川　富　子 93 2.21
　〃 住吉 石　川　珪　一 75 2.22
　〃 下横山 加　藤　良　作 92 2.22
　〃 両津夷 本　間　義　昭 83 2.22
　〃 白瀬 市　橋　錬　也 88 2.23
　〃 上横山 内　海　辰　次 100 2.24
　〃 両津湊 相　田　節　子 83 2.25
　〃 鷲崎 川　端　アヤ子 89 2.27
　〃 片野尾 小　坂　　　登 66 3.  1
　〃 両津湊 尾　潟　志　保 49 3.  2
　〃 河崎 丸　田　千代子 87 3.  4
　〃 椿 藏　満　壽　子 68 3.  5
　〃 浜田 本　間　健二郎 88 3.  7
　〃 浜田 佐　藤　　　八 90 3.  8
　〃 春日 佐　藤　コ　ノ 98 3.10
　〃 両津湊 髙　野　昭三郎 89 3.10
相川 姫津 山　本　ハ　ル 86 2.18
　〃 高瀬 佐々木　三喜子 59 2.25
　〃 相川上京町 宇佐美　英　治 93 2.26
　〃 北川内 �　野　伊登美 85 2.28
　〃 姫津 西　埜　タ　マ 93 3.  4
　〃 相川羽田町 徳　永　真寿美 60 3.  5
　〃 北田野浦 金　子　　　勇 87 3.  6
　〃 高瀬 佐々木　ミ　ツ 92 3.  8
　〃 相川鹿伏 本　間　政　市 83 3.  8
　〃 戸地 三　浦　孝　一 84 3.  8
佐和田 八幡町 斎　藤　郁　江 83 2.16
　〃 沢根 長　畑　千代榮 68 2.18
　〃 河原田本町 鎌　田　和　子 69 2.23
　〃 沢根五十里 首　藤　静　雄 84 3.10
金　井 中興 水　戸　和　男 85 2.17

金　井 大和 大　上　吉三郎 96 2.23
　〃 平清水 北　見　和　子 71 2.23
　〃 金井新保 小　菅　久　二 100 3.  5
　〃 大和 出　崎　ミ　ツ 96 3.  6
新　穂 新穂瓜生屋 佐　藤　厚　子 76 2.19
　〃 新穂長畝 佐　藤　冨美子 92 2.21
　〃 新穂長畝 三　國　文　治 93 2.21
　〃 新穂瓜生屋 髙　野　純　子 71 3.  2
　〃 新穂舟下 三　浦　和　子 89 3.  6
　〃 新穂北方 仲　野　リ　エ 86 3.10
畑　野 栗野江 齋　藤　カズエ 83 2.27
　〃 畑野 田　中　正　夫 87 3.  2
　〃 畑野 高　橋　　　功 97 3.12
真　野 豊田 松　田　豊　身 92 2.24
　〃 豊田 本　間　ミ　ヘ 97 3.  4
　〃 西三川 金　子　令　治 67 3.  5
　〃 竹田 計　良　秀　昭 78 3.12
　〃 真野新町 本　田　絹　子 91 3.17
小　木 小木強清水 本　間　ノ　ブ 82 2.18
　〃 小比叡 髙　野　修　平 81 2.21
　〃 小木町 桃　井　　　裕 92 2.21
　〃 小木町 佐々木　ノ　ブ 96 2.26
　〃 宿根木 �　川　秀　子 90 2.27
　〃 琴浦 石　塚　一　久 95 3.  3
　〃 小木木野浦 栁　窪　テ　ル 90 3.17
羽　茂 羽茂三瀬 後　藤　フ　ミ 87 3.  6
　〃 羽茂滝平 打　越　純　子 90 3.  8
　〃 羽茂小泊 金　子　昭　江 76 3.  8
　〃 羽茂三瀬 清　水　　　宏 82 3.10
　〃 羽茂小泊 本　間　タ　ヅ 91 3.11
　〃 羽茂大石 包　　　文　子 88 3.14
赤　泊 下川茂 永　橋　　　稔 94 2.20
　〃 赤泊 五十子　正　一 83 3.  9
　〃 下川茂 和　泉　ヨシノ 98 3.12
　〃 徳和 石　川　正　市 87 3.15

金　井 大和 大　上　吉三郎 96 2.23
　〃 平清水 北　見　和　子 71 2.23
　〃 金井新保 小　菅　久　二 100 3.  5
　〃 大和 出　崎　ミ　ツ 96 3.  6
新　穂 新穂瓜生屋 佐　藤　厚　子 76 2.19
　〃 新穂長畝 佐　藤　冨美子 92 2.21
　〃 新穂長畝 三　國　文　治 93 2.21
　〃 新穂瓜生屋 髙　野　純　子 71 3.  2
　〃 新穂舟下 三　浦　和　子 89 3.  6
　〃 新穂北方 仲　野　リ　エ 86 3.10
畑　野 栗野江 齋　藤　カズエ 83 2.27
　〃 畑野 田　中　正　夫 87 3.  2
　〃 畑野 高　橋　　　功 97 3.12
真　野 豊田 松　田　豊　身 92 2.24
　〃 豊田 本　間　ミ　ヘ 97 3.  4
　〃 西三川 金　子　令　治 67 3.  5
　〃 竹田 計　良　秀　昭 78 3.12
　〃 真野新町 本　田　絹　子 91 3.17
小　木 小木強清水 本　間　ノ　ブ 82 2.18
　〃 小比叡 髙　野　修　平 81 2.21
　〃 小木町 桃　井　　　裕 92 2.21
　〃 小木町 佐々木　ノ　ブ 96 2.26
　〃 宿根木 �　川　秀　子 90 2.27
　〃 琴浦 石　塚　一　久 95 3.  3
　〃 小木木野浦 栁　窪　テ　ル 90 3.17
羽　茂 羽茂三瀬 後　藤　フ　ミ 87 3.  6
　〃 羽茂滝平 打　越　純　子 90 3.  8
　〃 羽茂小泊 金　子　昭　江 76 3.  8
　〃 羽茂三瀬 清　水　　　宏 82 3.10
　〃 羽茂小泊 本　間　タ　ヅ 91 3.11
　〃 羽茂大石 包　　　文　子 88 3.14
赤　泊 下川茂 永　橋　　　稔 94 2.20
　〃 赤泊 五十子　正　一 83 3.  9
　〃 下川茂 和　泉　ヨシノ 98 3.12
　〃 徳和 石　川　正　市 87 3.15

お く や み
地 区 名  大 字 名  氏 　 　 名  年 　 齢  ご 命 日

両　津 梅津 山　岸　玲　月 竜志 2.10
　〃 両津大川 伊　藤　芽　以 保平 2.13
　〃 両津湊 北　　　蒼　登 康平 2.15
　〃 加茂歌代 榎　　　友莉菜 健太 2.21
相　川 相川下戸村 寺　口　青　空 正志 3.  5
　〃 相川米屋町 川　岡　　　蒼 孝之 3.  9
佐和田 長木 齊　藤　羽衣蘭 真人 2.17
　〃 中原 比　護　　　悠 純 2.18
　〃 沢根 相　良　楓　太 優太 2.22
　〃 長木 畠　中　玲　奈 健作 2.23
　〃 市野沢 加　藤　結　衣 淳一 3.  1
　〃 河原田本町 田　澤　茉　結 雅之 3.  6
　〃 東大通 白　井　　　陽 正央 3.  7

佐和田 中原 京　家　芽　生 道心 3.  8
　〃 八幡 齊　藤　葵　依 友則 3.10
金　井 泉 榎　　　愛　菜 貴史 2.  8
　〃 中興 大　内　琴　葉 智嗣 2.24
　〃 千種 諸　岡　翔　愛 猛 3.  2
　〃 千種 笠　井　風　玖 弘之 3.  7
　〃 金井新保 池　田　杏　花 瞬 3.  8
新　穂 新穂潟上 葉　梨　浩　士 元章 2.  6
　〃 上新穂 武　石　　　柚 雄太 2.22
畑　野 三宮 中　川　結　愛 博登 2.28
真　野 椿尾 金　子　晃　太 明弘 2.17
小　木 小木 井　藤　　　杏 博明 3.  2
羽　茂 羽茂滝平 金　子　凛　音 弘樹 2.18

（れいる）

（めい）

（あおと）

（ゆりな）

（せいや）

（そう）

（ういか）

（はるか）

（ふうた）

（れいな）

（ゆい）

（まゆ）

（はる）

（めい）

（あおい）

（まな）

（ことは）

（しょうま）

（ふく）

（ももは）

（ひろと）

（ゆず）

（ゆいな）

（こうた）

（あん）

（りおん）



お問い合わせ　�市役所産業観光部農業政策課	
販売流通係　☎６３－５１１７

〈作り方〉
①�　棒寒天は水でよく洗ってしぼり、小さくちぎって鍋に入れる。
②�　①に水を加えて30分以上置いてから火にかける。沸騰し
そうになったら中火にしてよく溶かし、砂糖を加えて、よくか
き回しながらとろみがでるまで約25分煮詰める。酒類を入れ
るときは、少量を水と混ぜ、火からおろす少し前に加えてか
き回す。
③�　ボウルに卵白を入れ、泡の先がピンと立つくらいに泡立て
る。泡立て過ぎると分離するので注意する。
④�　③に人肌くらいに冷ました②を少しずつ加えてさらによく
混ぜ、水で塗らした四角のバットに流す。
⑤　冷まし固まったら、好みに切って器に盛る。

〈ワンポイントアドバイス〉
○�　寒天液が熱いうちに卵白を合わせると分離しやすいので、
人肌くらいまで冷ます。
○�　酒類を加えることで、砂糖を溶かし、寒天を固めやすくします。

＜材料＞
棒寒天…………１本
水………… ２カップ
砂糖…………170 ｇ

卵白……………２個
洋酒（白）または日本酒	
……… 大さじ２～３

地産地消のお店（サドメシラン）を紹介します！
「サドメシラン」は佐渡の食材（サドメシ）が駆け巡る（ラン）という願いを込めた造語です。
佐渡市が「地産地消のお店」と認定している飲食店、ホテル・旅館、直売所などをご紹介いたします。

小木家
小木町1950番地７　☎８６－３６６６

　佐渡の南の玄関口である小木港に直結しています。佐
渡のご当地グルメ「佐渡天然ブリカツ丼」をはじめ、小木
産サザエの「特製サザエ弁当」や名物「いか釜めしセッ
ト」、また、佐渡みかんを使用したお菓子「朱鷺の子」、佐
渡特産おけさ柿を使用した小木家限定焼酎「あかね」な
どのオンリーワン商品が目白押しです。お立ち寄り場と
して、またお土産品購入の場としてご利用ください。
■ホームページ：http://sado-ogiya.com/

Bar Fericita
窪田 992番地　☎６７－７７９６

　佐渡の野菜類など、こだわりの食材をたっぷり使用し、
化学調味料、添加物のない身体にも心にも優しい美味
しいイタリアンを提供しています。佐渡へ帰省、旅行の
際にぜひお立ち寄りください。フェイスブックを見てい
ただければその日のオススメなどをアップしています。
各種パーティー、イベントに合わせた料理、オードブル
も承ります。
■フェイスブック：https://www.facebook.com/BarFericita/

「サドメシラン認定店」とは　佐渡産食材をふんだんに使用し、「地産地消のお店」として佐渡市が認定したお店です。佐渡産
食材をたくさん消費することは、佐渡の生産者の元氣にもつながります。地産地消のお店で佐渡産食材をたくさん食べて、身
体も佐渡も元氣にしましょう！

サドメシラン（地産地消のお店）認定店舗を募集しています！！
お問い合わせ　市役所産業観光部農業政策課　販売流通係　☎６３－５１１７

※郷土料理集「さどごはん」に掲載しています。

市報さど　平成29年4月号27

佐渡を元気に！
食を通じてシリーズ 37淡 雪 か ん



「佐渡を美しくする会」
ポスター・作文コンクールの表彰式が行われました

　「佐渡を美しくする会」では、毎年市内の小中学生から環境美化に関するポスター・作文を募集しています。平成
28年度は、ポスターの部に70点、作文の部に36点の応募があり、その中から部門ごとに最優秀賞、優秀賞、優良賞
の計26点が選ばれ、２月21日、アミューズメント佐渡で表彰式が行われました。
　ポスターには、佐渡の美しい自然や伝統芸能などが描かれていました。また、作文に
は、自分たちが参加したボランティア清掃のことや普段の生活の中で感じるごみ問題、
佐渡の美しい自然の中での体験談などが書かれていました。どの作品も佐渡の未来を
背負って立つ子どもたちの頼もしさを感じさせる作品ばかりでした。
　ポスターは各部門最優秀賞の３点を市内各所に掲示します。
　また、作文は入選した８点を作品集にし、市役所、各支所・行政サービスセンター、
図書館などに配置しますので、ぜひご覧いただき、みんなで佐渡を美しくしていきましょう。

最優秀賞（小学生低学年の部）
両津小学校　２年
本間　悠斗さん

最優秀賞（小学生高学年の部）
八幡小学校　５年
本間　さくらさん

最優秀賞（中学生の部）
畑野中学校　３年
市橋　勇希さん

お問い合わせ　市役所市民福祉部環境対策課　クリーン推進係　☎６３―３１１３

入選作文作品集

市
の
花　

カ
ン
ゾ
ウ

市
の
木　

ア
テ
ビ

市
の
鳥　

ト
キ

市
の
魚　

ブ
リ

市の面積　855.61㎢（平成27年10月1日）　市の海岸線281.5km（平成26年3月31日）

佐渡市メール配信サービス実施中
＊＊配信情報＊＊
　火災（建物のみ）、防災・防犯、通行止め、
観光イベント情報、くらしの情報、島外イベン
ト情報アドレスsado@mpx.wagmap.jpに空
メールを送ると、仮受付メールが返信されま
すので、案内にしたがって本登録してください。
　迷惑メール設定をしている場合は、空メール送信前に必ず
「psmail.jp」を受信可能ドメインに設定してください。

お問い合わせ �市役所総務部総務課広報戦略室 �
情報政策係　☎６３－５１３９

ＣＮＳテレビ（佐渡市ケーブルテレビ）
データ放送　チャンネル　■111ch、112ch、113ch
データ内容　■行政、生活、交通、防災、イベント、コミュニティチャンネル
※�自主放送チャンネルを選局してリモコンのｄボタンを押すだけで簡単に佐
渡市内の情報がご覧になれます。
＊＊加入・使用料・番組についてのお問い合わせ＊＊
　　　　　　　　指定管理者 ㈱佐渡テレビジョン☎61-1212

広報紙「市報さど」をもっと身近に
スマートフォンの無料アプリ「マチイロ」で広報紙が閲覧できます。
（アプリの使用は無料ですが、通信費は利用者の負担となります。
また、広告が表示されますが、佐渡市とは何ら関係ありません。）

■発行・編集　佐渡市役所 総務部総務課広報戦略室　広報広聴係
　〒952-1292 佐渡市千種232番地　ＴＥＬ0259（63）3111㈹・0259（63）3300
ホームページアドレス https://www.city.sado.niigata.jp　公式フェイスブック https://www.facebook.com/sadocity.PR

■発行日　平成29年4月10日

※学年は応募時


